
基発 ０８３１第 ３号
令和８年８月３１日

都道府県労働局長 殿

厚生労働省労働基準局長
（

　

公

　

印

　

省

　

略

　

）

「労働安全衛生規則第五百七十七条の二第二項の規定に基づき厚生労働大臣が

定める物及び厚生労働大臣が定める濃度の基準の一部を改正する件」 の告示等

について

　

「労働安全衛生規則第五百七十七条の二第二項の規定に基づき厚生労働大臣

が定める物及び厚生労働大臣が定める濃度の基準の－部を改正する件」（令和８

年厚生労働省告示第３３２号。以下「改正告示」という。）が令和８年８月３１日に

告示され、 令和９年１０月１日から適用することとされたところである。

　

また、化学物質による健康障害防止のための濃度の基準の適用等に関する技

術上の指針の一部を改正する件（令和８年８月３１日技術上の指針公示第２９号。
以下「改正指針」という。）が令和８年８月３１日に厚生労働省ホームページにお

いて公示され、 令和９年１０月１日に適用される。

　

これらの改正告示及び改正指針の内容等については、 下記のとおりであるの

で、 関係者への周知徹底を図るとともに、その運用に遺漏なきを期されたい。

記

第１ 改正告示の概要等

　

１ 概要

　　

労働安全衛生規則第五百七十七条の二第二項の規定に基づき厚生労働大

　

臣が定める物及び厚生労働大臣が定める濃度の基準（令和５年厚生労働省告

　

示第１７７号）に規定される、労働安全衛生規則（昭和４７年労働省令第３２号）

　

第５７７条の２第２項の規定に基づき厚生労働大臣が定める物として、新たに

　

アジ化水素等４８物質を追加し、当該物質の濃度基準値を定めるとともに、

　

六弗化けい酸亜鉛（１１）を既に濃度基準値が定められている弗素及びその水

　

溶性無機化合物 （弗化亜鉛及び弗化カリウムに限る。） に追加するものであ

　

ること。 なお、これらの物の種類及び濃度基準値の一覧は別添１のとおりで

　

あること。



２

　

適用期日

　

令和９年１０月１日

第２ 改正指針の概要等

　

１ 概要

　　

改正告示により新たに濃度基準値が定められた物質（４８物質）について化

　

学物質による健康障害防止のための濃度の基準の適用等に関する技術上の

　

指針（令和５年４月２７日技術上の指針公示第２４号）において測定方法を定

　

めるとともに、六弗化けい酸亜鉛（□）を弗素及びその水溶性無機化合物（弗

　

化亜鉛及び弗化カリウムに限る。） に追加するものであること。 加えて、 蒸

　

気とエアロゾル粒子の両方の試料を採取する必要性の判断に用いる計算式

　

について、 用語の適正化を行ったものであること。

　　

なお、今般の改正において追加された物の種類及び測定方法等については、

　

別添２の新１日対照表のとおりであること。

２

　

適用期日

　

令和９年１０月１日

第３

　

細部事項

　　

改正指針において蒸気とエアロゾル粒子の両方の試料を採取する必要性

　

の判断に用いる計算式を（飽和蒸気圧濃度／濃度基準値）に改めた趣旨とし

　

ては、用語の適正化を図ったものであり、計算式によって得られる値につい

　

て、 従前から趣旨を変更したものではないこと。
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別添１

物の種類

　　　　　　　　　　　

八時間濃度基準値

　

短時間濃度基準値

アジ化水素 ｏ．ｌｐｐｍ

アジ化ナトリウム ０．２ｍｇ／

アセ トフエノ ン ４ｐｐｍ

アゾジカノレボンアミド ０．０２ｍｇ／ボ

４ －ア ミノ ー ６－ターシャリープチルー３－メチ

ルチオー１， ２， ４－トリアジン－５ （４Ｈ） －

オン（別名メトリブジン）

ｌｍｇ／ｎｆ

アルファーピネン ５ｐｐｍ

Ｎ－エチノレモノレホリン ３ｐｐｍ

塩化亜鉛 ４ｍｇ／Ｉｄ
※２

塩素化カンフェン （別名トキサフェン） ０．５ｍｇ／Ｉｄ

クロロアセ トアルデヒ ド ｏ．３ｐＰｍ ｌｐｐｍ

１－クロロー１， １－ジフルオロエタン

　

御Ｊ名Ｈ

ＣＦＣ－１４２ｂ）
１，ｏｏｏｐｐｍ

クロロメタン （別名塩化メチル） １ｏｐｐｍ

シアン化亜鉛 （Ｄ）
シアンとして

１．５ｍｇ／ボ

シアンとして

４．５ｍｇ／ボ
※２

ジクロロ酢酸 ０．１５ｐｐｍ

２－ （ジーノルマループチルアミノ） エタノール １５ｍｇ／

臭化エチル ５ｐｐｍ

硝酸亜鉛 （亘） 及びその六水和物
亜鉛として

２．５ｍｇ／ボ

シラン ３０ｐｐｍ

水酸化カリウム ｌｍｇ／ボ ２ｍｇ／ボ
※２

水酸化ナトリウム ｌｍｇ／ボ ２ｍｇ／ボ
※２

ス トリキニーネ ０．１５ｍｇ／ｎｆ

ターシヤリーブチノレアミン ３ｐｐｍ

ターシャリーブチル＝ヒドロベルオキシド ｏ，５ｐＰｍ

炭化けい素 （炭化けい素ウイスカーに限る。） ０，１繊維／ｍｌ

タングステン ３ｍｇ／Ｉｄ

チオリん酸○，０－ジメチルー○－ （３－メチル－

４－メチルチオフェニル） 御ｊ名フェンチオン）
０．０５ｍｇ／Ｉｄ

鉄水溶性塩（硫酸鉄 （Ｄ）七水和物に限る。）
鉄として
１‐ｍｇ／

１， １， ２， ２－テ トラプロモエタン ｏ．ｌｐｐｍ

ランレノレ ０．ｌｍｇ／Ｉｄ

銅及びその化合物 （塩化銅 （□）、塩化銅 （□） －

水酸化銅 （□）（１／３）、銅、四塩化銅 （Ｄ） 酸

銅として

０．２５ｍｇ／ボ

３



別添１

二アンモニウム二水和物、 四塩化銅 （Ｄ） 酸二力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ふつ

リウムニ水和物、チオシアン酸銅（１）及び弗化

銅（□） に限る。）

銅及びその化合物 （塩化銅 （１） に限る。）
銅として
０，３ｍｇ／

　

′

銅及びその化合物 （シアン化銅 （１） 及び炭酸銅

（江） －水酸化銅 （江）（１／１） に限る。）

銅として
ｌｍｇ／ボ

銅及びその化合物並びに弗素及びその水溶性無機
化合物 （六弗化けい酸銅 （Ｄ） に限る。）

銅として
０．２５ｍｇ／Ｉｄ

銅及びその化合物並びに沃素及びその化合物 （沃

化銅 （１） に限る。）

沃素として
０．０８ｍｇ／話

銅及びその化合物（硫酸銅 （□）及び硫酸銅

（江） 五水和物に限る。）

銅として
０．０ｌｍｇ／司

１， ３， ５ － トリク ロロ ベ ンゼ ン ０．５ｐＰｍ

１， ３， ５ － トリ ス （２， ３ －エ ポ キ シ プロ ピ

ル） －１， ３， ５－トリアジン－２， ４， ６ （Ｉ

Ｈ， ３Ｈ， ５Ｈ） －トリオン

０．０５ｍｇ／１ｄ

バリウム ｌｍｇ／１ｄ

１－ （Ｎ－フェニルアミノ） ナフタレン ｌｍｇ／

２－ フエ ニノレフ エノ ーノレ １ｏｍｇ／

弗素及びその水溶性無機化合物 （弗化亜鉛、弗化

カリウム及び六弗化けい酸商船 （１１） に限る。）

弗素として
２．５

　

ｍｑ／ｍ
３

バミン ジノレアノレゴーノレ ２ｐｐｍ

メチルシクロヘキサン １０ＯＰＰｍ

メチルーノルマルーペンチルケトン ｌｏｏｐＰｍ

メチルプロピルケトン １５０ｐＰｍ

ｄ－リモネン ３ｐｐｍ

硫化ジメチル １ｏｐｐｍ

硫酸亜鉛並びにその一水和物及び七水和物
亜鉛として
２．５ｍｇ／Ｉｄ

りん酸亜鉛
亜鉛として
２．５ｍｇ／ボ

備考
※１

　

この表の中欄及び右欄の値は、 温度２５度、 １気圧の空気中における濃度を示す。
※２

　

労働安全衛生規則第五百七十七条の二第二項の規定に基づき厚生労働大臣が定める物及

　

び厚生労働大臣が定める濃度の基準（令和５年厚生労働省告示第１７７号） 第２号ロの規定の

　

適用の対象となるとともに、 同告示第３号ハの規定の適用の対象となる天井値。
※３

　

弗素及びその水溶性無機化合物（弗化亜鉛、弗化カリウム及び六弗化けい酸亜鉛（口）に

　

限る。） については、 本改正で下線部の 「六弗化けい酸亜鉛 （□）」 が追加されたもの。
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Ｂ噴添２

化学物質による健康障害防止のための濃度の基準の適用等に関する技術上の指針

　

新旧対照表

（傍線部分は改正部分）

改

　　　

正

　　　

後 改

　　　

正

　　　

前

化学物質による健康障害防止のための濃度の基準の適用等に関する

技術上の指針

　　　　　　　　

令和 ５年４月 ２７日

　

技術寸上の指針公示第２４号

　　　　　

改正

　

令和６年５月 ８日

　

技術上の指針公示第２６号

　　　　　

改正

　

令和７年９月 １９日

　

技術上の指針公示第２７号

　　　　　

改正

　

令和７年１０月 ８日

　

技術上の指針公示第２８号

　　　　　

前正

　

令和８年８月３１日

　

技術す上の指針公示第２９号

１～３

　

（略）

４

　

確認測定における試料採取方法及び分析方法

　

４－１

　

（略）

　

４－２ 試料空気の採取方法

　　

４ー２－１

　

（略）

　　

４－２ー２

　

蒸気及びエアロゾル粒子が同時に存在する場合の

　　

試料採取機器

　　

事業者は、 室温において、 蒸気とエアロゾル粒子が同時に存

　

在する物質については、 濃度の測定に当たっては、 濃度の過小

　

評価を避けるため、原則として、飽和蒸気圧の濃度基準値に対

　

する比 （飽和蒸気圧濃度／濃度基準値） が０．１以上１０以下の

　　

物質については、 蒸気とエアロゾノレ引粒子の両方の試料を採取す

化学物質による健康障害防止のための濃度の基準の適用等に関する

技術上の指針

　　　　　　　　

令和 ５年 ４月 ２７日

　

技術上の指針公示第２４号

　　　　　

改正

　

令和６年５月 ８日

　

技術上の指針公示第２６号

　　　　　

改正

　

令和７年９月 １９日

　

技術上の指針公示第２７号

　　　　　

改正

　

令和７年１０月 ８日

　

技術寸上の指針公示第２８号

１～３

　

（略）

４

　

確認測定における試料採取方法及び分析方法

　

４－１

　

（略）

　

４－２ 試料空気の採取方法

　　

４－２－１

　

（略）

　　

４－２－２

　

蒸気及びエアロゾル粒子が同時に存在する場合の

　　

試料採取機器

　　

事業者は、 室温において、 蒸気とエアロゾル粒子が同時に存

　

在する物質については、 濃度の測定に当たっては、 濃度の過小

　

評価を避けるため、原則として、飽和蒸気圧の濃度基準値に対

　

する比 （飽和蒸気圧／濃度基準値） が０．１以上１０以下の物質

　　

については、 蒸気とエアロゾル粒子の両方の試料を採取するこ



　

る こと。

　　

なお、 飽紳士気圧濃度日工

　

飽和蒸編斥における溝席をｐｐｍ

　

として換算したものとする

　

例夕げある物質の飽約兼気犀が８

　

×１０３ ＭＨＱの場合、 大気圧がｒト，

　

？もとすると、 珊生，ぎ気圧

　

における当ぁ，ん旨ひノニに

　

て輪≠幌蒸気厚櫨序） は

　

０．００８／７６０＝０．００００１０＝１ｏ ｐｐｍ となる。

　　

ただし、 事業者は、 作業実態において、 蒸気やエアロゾル粒

　

子によるばく霧が想定される物質については、 当該比が０．１以

　

上１０以下でない場合であっても、 蒸気とエアロゾル粒子の両

　

方の試料を採取することが望ましいこと。

　　

別表１において、 当該物質については、 蒸気とエアロゾル粒

　

子の両方を捕集すべきであることを明記するとともに、 標準的

　

な試料採取方法として、蒸気を捕集する方法とエアロゾル粒子

　

を捕集する方法を併記し、蒸気とエアロゾル粒子の両方を捕集

　

する方法 （相補捕集法） が定められていること。

　　

事業場の作業環境に応じ、当該物質の測定及び管理のために

　

必要がある場合は、 次に掲げる算式により、 濃度基準値の単位

　

を変換できること。

　　　

Ｃ（ｍｇ／ｍ３） ＝ 分子量（ｇ）／モル体積（Ｌ）×Ｃ（ｍＬ／が ｐｍ）

　　　　

ただし、 室温は２５℃、 気斥け１気圧とすること。

４－３

　

（略）

５～７

　

（略）

　

と。

　　

ただし、 事業者は、 作業実態において、 蒸気やエアロゾル粒

　

子によるばく露が想定される物質については、 当該比が０．１以

　

上１０以下でない場合であっても、 蒸気とエアロゾル粒子の両

　

方の試料を採取することが望ましいこと。

　　

別表１において、 当該物質については、 蒸気とエアロゾル粒

　

子の両方を捕集すべきであることを明記するとともに、 標準的

　

な試料採取方法として、蒸気を捕集する方法とエアロゾル粒子

　

を捕集する方法を併記し、蒸気とエアロゾル粒子の両方を捕集

　

する方法 （相補捕集法） が定められていること。

　　

事業場の作業環境に応じ、当該物質の測定及び管理のために

　

必要がある場合は、 次に掲げる算式により、 濃度基準値の単位

　

を変換できること。

　　　

Ｃ（ｍｇ／ｍ３） ＝ 分子量（ｇ）／モル体積（Ｌ）×Ｃ（ｍＬ／畔予ｐｍ）

　　　　

ただし、 室温は２５℃、 気圧は１気圧とすること。

４ー３

　

（略）

５～７

　

（略）
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男噴添２

別表１

　

物の種類別の試料採取方法及び分析方法

　　　　　

物の種類

　　　　　　　

試料採取方法

　　

分析方法

　

（略）

　　　　　　　　　　　　　　

（略）

　　　　　

（略）

アク ロ レイ ン

　　　　　　　　　　　

（略）

　　　　　

（略）

アジ化水素

　　　　　　　　　　　　

固体捕集方法

　

イオンクロマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※１

　　　　　　　　　　　　

ー

　　　　　　　

トグラ フ分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

方 法

アジ化ナトリウム

　　　　　　　　

固ｆ本捕集方法

　

イオンクロマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

トグラ フ分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

方 法

別表１

　

物の種類別の試料採取方法及び分析方法

　　　　　

物の種類

　　　　　　

試料採取方法

　　

分析方法

　

（略）

　　　　　　　　　　　　　　

（略）

　　　　

（略）

アク ロ レイ ン

　　　　　　　　　　　

（略）

　　　　

（略）

　

（新設）

　　　　　　　　　　　　　

（新設）

　　　

（新設）

　

（新設）

　　　　　　　　　　　　　

（新設）

　　　

（新設）

　

（略）

　　　　　　　　　　　　　　

（略）

　　　　

（略）

アセトニトリル

　　　　　　　　　

（略）

　　　　

（略）

　

（新設）

　　　　　　　　　　　　　

（新設）

　　　

（新設）

アセトンシアノヒ ドリン

　　　　　

（略）

　　　　

（略）

　

（新設）

　　　　　　　　　　　　　

（新設）

　　　

（新設）

　

（略）

　　　　　　　　　　　　　　

（略）

　　　　

（略）

２－アミノエタノール

　　　　　　

（略）

　　　　

（略）

　

（新設）

　　　　　　　　　　　　　

（新設）

　　　

（新設）

物の種類 試料採取方法 分析方法 物の種類 試料採取方法 分析方法

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

アクロレイ ン （略） （略）アクロレイン （略） （略）

アジ化水素 固体捕集方法 イオンクロマ （新設） （新設） （新設）

※１ トグラフ分析

方法

（新設） （新設） （新設）アジ化ナトリウム 固ｆ本捕集方法 イオンクロマ

トグラフ分析

方法

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

アセトニトリノレ （略） （略） アセトニトリノレ （略） （略）

（新設） （新設） （新設）アセトフェノン 固体捕集方法 ガスクロマトグ

ラフ分木行方宰去

アセトンシアノヒ ドリン （略） （略） アセトンシアノヒ ドリン （略） （略）

（新設） （新設） （新設）アゾジカノレボンアミ ド ろ過捕集方法 高・凍液体クロ

マトグラフ分

析方法

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

２－アミノエタノーノレ （略） （略）２－アミノエタノーノレ （略） （略）

４－アミノー６－ターシャリーブ ろ過捕集方法

及び固体捕集

方法

ガスクロマト （新設） （新設） （新設）

チルー３ーメチルチオー１、 ２， グラフ分析方

４－トリアジン－５ （４Ｈ） －オ 法



ン（別名メトリブジン）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

３－ （アルファーアセトニルベ

ンジル） －４－ヒ ドロキシクマ

リン （別名ワルファリン）

（略） （略） ３－ （アルファーアセトニルベ

ンジル） －４－ヒ ドロキシクマ

リン （別名ワルファリン）

（略） （略）

アノレファーピネン 固体捕集方法 ガスクロマトグ （新設） （新設） （新設）

ラフ分析方法

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

２－エチルヘキサン酸 （略） （略） ２－エチルヘキサン酸 （略） （略）

Ｎ－エチルモルホリン 固体捕集方法 ガスクロマトグ （新設） （新設） （新設）

ラフ分析方法

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

２， ３－エポキシプロピノレ＝フ

ェニノレエーテノレ

（略） （略） ２， ３－エポキシプロビル＝フ

エニノレコ［－－テソレ

（略） （略）

塩化商鉛 ろ過ド＆方法 原子吸光分光 （新設） （新設） （新設）

分析方法

（略） （略） （略） （略） （略） （略）
塩化ホスホリル （略） （略） 塩【化ホスホリル （略） （略）

煩素化カンフェン （別名トキサ ろ過捕集方法 ガスクロマトグ （新設） （新設） （新設）

フエン） ラフ分析栽法

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

クロム （略） （略） クロム （略） （略）

クロロアセトアノレデヒ ド 固体捕集方法 ガスクロマト （新設） （新設） （新設）

グラフ‘分本行方

別添２



男噴添２

港ミ※４

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

クロロ酢酸 （略） （略） クロロ酢酸 （略） （略）

（新設） （新設） （新設）１－クロロー１， １－ ジフノレオロ 固体捕集方法 ガスクロマトグ

エタン

　

御」名ＨＣＦＣ－１４２ｂ） ラフ分析方法

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

２一ク ロ ロ ー１， ３－ブタジエ

ン

（略） （略）２－ク ロ ロ ー１， ３一ブタジエ

ン

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）クロロメタン （別名鑑【化メチ

ル）

直接捕集方法 ガスクロマトグ

ラフ分析方法

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

２－シアノアクリル酸メチル （略） （略）２－シアノアクリノレ酸メチル （略） （略）

シアンィ 『ん、（江） ろ過捕隼方法 原子吸光分光 （新設） （新設） （新設）

分析方法

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

ジクロロエチレン （１， １－ジ

クロロエチレンに限る。）

（略） （略）ジクロロエチレン （１， １－ジ

クロ声エチレンに限る。）

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）ジクロロ酢酸 ろ過捕集方法
※２

高凍液体クロ

マトグラフ分

析方法

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

ジチオリ～酸○， ０－ジメチンレーＳ－

［（４－オキソー１， ２， ３÷ペンゾ

トリアジン－３ （４Ｈ） －イノリ メチ

（略） （略） ジチオリ亙酸○， Ｃ

　

ジメチンレーＳ－

［（４－オキソー１， ２， ３ べ ゾ

トリアジン－３ （４１Ｄ

　

－イノリ メチ

（略） （略）



ノ

　

御雄アジンイホスメチノリ ノ

　

御路アジンホスメチノリ

２－ （ジーノルマループチルア 固体捕集方法 ガスクロマトグ （新設） （新設） （新設）
ミノ） エタノール ラフ分析方法

（略） （略） （略） （略） （略） （略）
ジメチノレーノミラーニトロフェニ

ルチオホスフェイト

　

側一名メチ

ルパラチオン）※３

（略） （略） ジメチルーハフーニトロフェニ

ルチオホスフェイト（別名メチ

ルパラチオン）※３

（略） （略）

臭化エチノレ 固体捕集方法 ガスクロマトグ （新設） （新設） （新設）

ラフ分析方法

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

臭素

　　

、 （略） （略） 臭素 （略） （略）

硝酸亜鉛 （虹） 及びその六水和

物

ろ過捕集方法 誘導結合プラ （新設） （新設） （新設）

ズマ質量分析

方法

しよう脳 （略） （略） しよう脳 （略） （略）

シラン 固体捕集方法 グラファイ ト （新設） （新設） （新設）
※１ ファーネス原

　

７

　

ｎ冗

　

、ｒ′八十ｒ、、件

　

Ｊ

　

２＞くノ］ノＪ′▽１１ヱ；

水酸化カリウム ろ過捕集方法 原了以光分光 （新設） （新設） （新設）

分析方法

水酸化カルシウム （略） （略） 水酸化カルシウム （略） （略）
水酸化ナトリウム ろ過補集方法 原子吸光分光 （新設） （新設） （新設）

分析方法

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

芳駈添２



自噴添２

すず及びその化合物（プチルト

リクロロスズに限る。）

（略） （略） すず及びその化合物（プチルト

リクロロスズに限る。）

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）ストリキニーネ ろ過捕集方法 高；東、液体クロ

マトグラフ分

析方法

セレン （略） （略） セレン （略） （略）

（新設） （新設） （新設）ターシャリープチルアミン 固体捕集方法 高速液体クロ

マグラフ分析

方法

（新設） （新設） （新設）ターシャリーブチル＝ヒドロペ

ルオキシド

固体捕集方法 ガスクロマトグ

ラフ分析力法

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

タリウム （略） （略）タリウム （略） （略）

（新設） （新設） （新設）炭化けい素 （炭化けい素ウイス ろ過捕集方法 位相差顕微鏡

カーに限る）

（新設） （新設） （新設）タングステン ろ過捕集方法 誘導結合プラ

ズマ質量分析

方法

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

チオリん酸○， ０－ジメチルー

Ｏ － （２， ４， ５－ トリク ロロ

フェニル） （別名ロンネル）
※３

（略） （略）チオリん酸○， ０ージメチルー

０－ （２， ４， ５－トリクロロ

フェニル） （別名ロンネル）
※３

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）チオリ亙酸○，０－ジメチルー○－ ろ過捕集方法

及び固体捕集

ガスクロマト

グラフ分析方（３一メチル－４－メチルチオフェ（３ーメチル－４－メチルヲオフェ

　

及び固体捕集 グラフ分析方



Ｂ朕添２

ニル） 御路フェンチオン）※３ 方法 法

炊が，－，，席

　

｛…

　

微 （江） し水

和物に限る。）

ろ過捕集方法 誘導結合プラ （新設） （新設） （新設）

ズマ発光分光

分析方法

（略） （略） （略） （略） （略） （略）
１， ２， ３， ４一テトラヒ ドロ

ナフタレン

（略） （略） １， ２， ３， ４－テトラヒ ドロ

ナフタレン

（略） （略）

１， １， ２， ２－テトラプロモ

エタン

固体捕集方法 ガスクロマト （新設） （新設） （新設）

グラフ分析方

法※４

テトラメチルチウラムジスルフ

イド（別名チウラム）

（略） （略） テトラメチルチウラムジスルフ

イド（別名チウラム）

（略） （略）

テノレノレ ろ過捕集方法 誘導結合プラ （新設） （新設） （新設）

ズマ群光分光

分析方法

銅及びその化合物（塩化銅

（□）、 塩化銅 （虹） －水酸ィ銅

ろ過捕集方法 誘導結合プラ

ズマ発光分光

（新設） （新設） （新設）

（ロ）（１／３）、 銅、 四塩化銅

（江） 酸二アンモニウム一水和

物、 四桁ィ 銅 （虹） 酸
－カリウ

ム一水和物、 チオシアンごヤ

　　　　　　　　

ふつ
（工）及び弗化銅（□）に限

型

分析方法

（工） 及び
ふ巽化銅 （口） に区

銅及びその化合物（塩化銅 ろ過捕集方法 誘導結合ブラ （新設） （新設） （新設）銅及びその化合物 （塩化銅

　　　　

ろ過捕集方法

　

誘導結合ブラ

　　　

（新設）

　　　　　　　　　　　　　

（新設）

　　　

（新設）

－

　　

－

　

－

　　　

－

　　　　　

．－

　　　

．－

　

－

　

－

　　　　

－

　　

．

　　　

‐ー

　　　　

”

　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　

‐

　　　

“－

　　　　　　　　　　　　　　

”

　　　

－

　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　

ー

　

－

　

－“－

　　

…

　

．

　　　　　　　

…

　　　　　　　　　

－

　　　

－

　　　　　　　　　　　　　

ー

　

””

　　　　　

…

　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　

…

　　　　　　　

＝

　　

“

　　

ーい

　

－

　　　　　　　　

－

　　　　

－

　

”．

　　　　　　　　　　　

・

　

‐

　　　　　　　　

ー

　　　　　　

．

　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　

ー －

　　　　　　

－

　　　　　　　　

－

　　　　

－

　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　

‐

　　　　　　　　　　

・

　　　　　　

一



Ｂｑｉ添２

（１） ｒ眠る一 ズマ発光分光

分析方法

銅及びその化合物 （シアンル，銅

（１） に限る。）

ろ過捕集方法 原子吸）？，分光 （新設） （新設） （新設）

分封折方霞芸

（新設） （新設） （新設）編罷びその化合物（炭酸銅 る渦嬬僅方法 誘導結合プラ

（Ｄ） －水酸化銅 （江）（１／

１） に限る。）

　

１

ズマ群光分光

分折方法

（新設） （新設） （新設）編持びその化合物並びに弗素及 ろ過捕集方法 誘導結合プラ

ズマ発光分光びその水溶性無機化合物（六弗

化けい酵編 （虹）もγ眠る。） 分析方法

（新設） （新設） （新設）銅及びその化合物並びに杖素及 ろ過捕集方法 誘導結合プラ

びその化合物 （沃化銅 （工） に

阻曇Ｌ

ズマ発光分光

分析方法

銅及びその化合物（硲鴎銅 ろ過捕集方法 誘導結合プラ （新設） （新設） （新設）

（ロ） 及び蕉酸銅 （ｕ） 下水和

物に限る。）

ズマ発〆，づリヒ

分析方法

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

１， ２， ４一 トリクロロ
ベ ンゼ ン （略） （略）１， ２， ４－ トリクロロ

ベ ンゼ ン （略） （略）

（新設） （新設） （新設）１、 ３， ５－トリクロロベンゼ 固体捕集方法 ガスクロマト

ン グラフ分析方

法※４

Ｎ－ （トリクロロメチルチオ）

－１， ２， ３， ６－テトラヒ ド

ロフタルイミド（別名キヤプタ

（略） （略）Ｎ－ （トリクロロメチルチオ）

－１， ２， ３， ６一テトラヒ ド

ロフタルイミド（別名キヤプタ

（略） （略）
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別添２

六弗化けい酸茄金△ （１１） に限

る。）

限る。）

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

へブタン （ノルマルーヘブタン

に限る。）

（略） （略）へブタン （ノルマルーヘブタン

に限る。）

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）ペンジノレアノレゴーノレ ろ過捕集方法

及び固体益条

ガスクロマトグ

ラフ分析方法

方法

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

Ｎ－メチルカルバミン酸２， ３

－ ジヒ ドロ ー２， ２－ジメチル

ー７－ベンゾ ［ｂ］ フラニル

鋸－」名力ルポフラン） ※３

（略） （略）Ｎ－メチルカルバミン酸２， ３

－ジヒ ドロー２， ２－ジメチル

ー７ーベンゾ ［ｂ］ フラニル

御」名力ルポフラン） ※３

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）メチルシクロヘキサン 固体捕集方法 ガスクロマトグ

ラフ分納汗方法

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

メチルナフタレン （略） （略）メチルナフタレン （略） （略）

メチル‐ノルマノレ

　

ベンチルケ 固体捕集方法 ガスクロマトグ （新設） （新設） （新設）

トン ラフ分析方法

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

２－メチルブタン－１－オール （略） （略）２一メチルブタン－１－オール （略） （略）

（新設） （新設） （新設）メチルプロピルケトン 固体捕集方法 ガスクロマトグ

ラフ分封行方法

（略） （略） （略）（略） （略） （略）



沃素 （略） （略） 杖素 （略） （略）

ｄ－リモネン 固体捕集方法 ガスクロマトグ （新設） （新設） （新設）
ラフ分析新法

碕ィｋジメチノレ 体捕集方法 ガスクロマトグ （新設） （新設） （新設）

ラフ分縮弄方法

硝酸商船前隊にその一水和物形

び七水和物

ろ過捕集方法 誘導結合プラ （新設） （新設） （新設）

ズマ発光分光

分析方法

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

りん酸 （略） （略） りん酸 （略） （略）
りん酵茄鉛 ろ過捕集方法 誘導結合プラ

ズマ発光分光

（新設） （新設） （新設）

分析方法

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

備考

１～７

　

（略）

別表２

　

物の種類別濃度基準値一覧（発がん性が明確であるため、
長期的な健康影響が生じない安全な閥値として濃度基準値を設定で

きない物質を含む。）

物の種類
八時間濃度基

準値

短時間濃度基

準値
物の種類

八時間濃度基

準値

短時間濃度基

準値

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

アクロ レイン （略） （略） アクロレイン （略） （略）

万川添２



別添２

アジ化水素 ０．ｌｎｎｍ （新設） （新設） （新設）

（新設） （新設） （新設）アジ化ナトリウム ０．２ｍｇ／１ｄ

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

アセトニトリノレ （略） （略）アセトニトリノレ （略） （略）

（新設） （新設） （新設）アセトフェノン ４ｐｐｍ

アセ トンシアノヒ ドリン （略） （略） アセトンシアノヒ ドリン （略） （略）

（新設） （新設） （新設）アゾジカノレボンアミ ド ０．０２ｍｇ／

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

２一アミノエタノーノレ （略） （略） ２－アミノエタノーノレ （略） （略）

（新設） （新設） （新設）４－アミノー６－ターシヤリー ｌｍｇ／Ｉｄ

プチルー３－メチルチオー１，

２． ４－トリアジン－５ （４

Ｈ） －オン

　

御」名メトリブジ

ン）

Ｈ） －オン

　

鋸－」名メ トリブジ

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

３－ （アルファーアセトニルベ

ンジル） －４ーヒ ドロキシクマ

リン （別名ワルフアリン）

（略） （略） ３一 （アルファーアセトニルベ

ンジル） －４－ヒ ドロキシクマ

リン （別名ワルフアリン）

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）アルファーピネン ５ｐｐｍ 二

　　　

一

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

２一エチルヘキサン酸 （略） （略）２一エチルヘキサン酸 （略） （略）

Ｎ－エチノレモノレホリン ３ｎｎｍ （新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

２， ３－エポキシプロピノレ＝フ （略） （略） ２， ３－エポキシプロピノレ；フ （略） （略）



エニノレエーテソレ エ ニソレコこ－－テキノレ

塩蓮亜鉛 ４１ｎｇ／Ｉｄ※１ （新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）
塩化ホスホリノレ （略） （略） 塩訂ヒホスホリノレ （略） （略）
塩素化カンフェン （別名トキサ

フエン）

０．５ｍｇ／可 （新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）
クロム （略） （略） クロム （略） （略）

クロロアセトアノレデヒ ド ｏ．
ｑｎｎｍ ｌｐｐｍ （新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

クロロ酢酸 （略） （略） クロロ酢酸 （略） （略）
１ －ク ロロ ー１， １－ ジフノレオ １，ｏｏｏｐｐｍ （新設） （新設） （新設）
ロエタン （別名ＨＣＦＣ一１４２

ｂ）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）
２－ク ロロ ー １， ３－ブタジエ

ン

（略） （略） ２ －ク ロ ロ ー１， ３－ブタジエ

ン

（略） （略）

クロロメタン （別名塩化メチ １ｏｐｐｍ （新設） （新設） （新設）

ル）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

２－シアノアクリル酸メチル （略） （略） ２一シアノアクリル酸メチル （略） （略）

シアン化商船＼

　

｛□） シアンとして シアンとして （新設） （新設） （新設）

１．５ｍｇ／ボ ４． ｍｏ
／ｎｎ
３※１

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

別添２



芳朕添２

ジクロロエチレン （１， １ージ

クロロエチレンに限る。）

（略） （略） ジクロロエチレン （１， １－ジ

クロロエチレンに限る。）

（略） （略）

ジクロロ酢酸 ｏ．１５ｐＰｍ （新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

ジチオリん酸○， ０－ジメチル

ーＳ一 ［（４－オキソー１， ２，

３－ペンゾトリアジン－３ （４

Ｈ） －イル） メチル］（惣一名アジ

ンホスメチル）

（略） （略） ジチオリん酸○， ０－ジメチル

ーＳ－ ［（４－オキソー１， ２，

３－ペンゾトリアジン－３ （４

Ｈ） －イル） メチル］（別名アジ

ンホスメチル）

（略） （略）

２－ （ジーノルマループチルア １５ｍｇ／Ｉｄ （新設） （新設） （新設）

ミノ） エタノーノレ

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

ジメチルーハフーニトロフェニ

ルチオホスフェイト 鯛一名メチ

ルパラチオン）

（略） （略） ジメチルーハフーニトロフェニ

ルチオホスフェイト（別名メチ

ルパラチオン）

（略） （略）

臭化エチル ５ｎｎｍ （新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

臭素 （略） （略） 臭 素

　　　　　　　　　

，
（略） （略）

（新設） （新設） （新設）硝酸亜鉛 （１１） 及びその六水和 亜鉛として

２．５ｍｇ／ボ物

しよう脳 （略） （略） しよう脳 （略） （略）

（新設） （新設） （新設）シラン ３０ｐｐｍ

Ｌ軌ｒｈカリ ウム １Ｉｎ／Ｉｄ ２ｍｇ／Ｉｄ※ｌ （新設） （新設） （新設）

水酸化カルシウム （略） （略）水酸圭イヒカノレシウム （略） （略）



別添２

水酸ィｋナトリウム ｌｍｇ／Ｉｄ ２ｍｇ／Ｉｄ※１ （新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

すず及びその化合物（プチルト

リクロロスズに限る。）

（略） （略） すず及びその化合物（プチルト

リクロロスズに限る。）

（略） （略）

ストリキニーネ ０．１５ｍｇ／ボ （新設） （新設） （新設）

セレン （略） （略） セレン （略） （略）

ターシャリープチノレアミン ３ｐｐｍ （新設） （新設） （新設）

ターシャリーブチル＝ヒドロペ ｏ．５ｐＰｍ （新設） （新設） （新設）

ルオキシド

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

タリウム （略） （略） タリウム （略） （略）

炭化けい素 （炭化けい素ウイス

カーに限る）

０．１＃廓維／ｍｌ （新設） （新設） （新設）

タングステン ３ｍｆ≧／ボ （新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

チオリん酸○， ０－ジメチルー

Ｏ－ （２， ４， ５－ トリク ロロ

フェニル） 鋸１」名ロンネル）

（略） （略） チオリん酸○， ０－ジメチルー

Ｏ － （２， ４， ５ 一 トリク ロ ロ

フェニル）（別名ロンネル）

（略） （略）

チオリん酸○． ○－ジメチルー ０．０５ｍｇ／ボ （新設） （新設） （新設）

○－ （３－メチル－４－メチル

チオフェニル）（別名フェンチオ

ン）

秋小 …，，蝶

　

′…

　

欲 （１１） し水 鉄として

１Ｉｎｇ／ゴ

（新設） （新設） （新設）

和物に限る。）和 物 に 限る。）

　　　　　　　　　　

１１ｎｇ／ゴ



（略） （略） （略） （略） （略） （略）

１， ２， ３， ４－テトラヒ ドロ

ナフタレン

（略） （略） １， ２， ３， ４－テトラヒ ドロ

ナフタレン

（略） （略）

１， １， ２， ２－テトラブロモ ０．ｌｐｐｍ （新設） （新設） （新設）

エタン

テトラメチルチウラムジスルフ

ィド（別名チウラム）

（略） （略） テトラメチルチウラムジスルフ

イド（別名チウラム）

（略） （略）

ランレノレ ０．ｌｍｇ
／ｍ
ｓ （新設） （新設） （新設）

銅及びその化合物（塩化銅 銅として

０．２５ｍｇ／Ｉｄ

（新設） （新設） （新設）

（□）、 塩化銅 （１１） －水酸化銅 ０．２５ｍｇ／Ｉｄ

（Ｄ）（１／３）、 銅、 四塩化銅

（ロ） 酸－アンモニウム一水和

物、 四塩ィｋ編 （１１） 酸
一カリウ

ム一水和物 チオシアン酸銅

　　　　　　　

ふつ
（工）及び弗化銅 （ｎ） に限

る

　

）

（工）及び巽化銅 （ｎ） に限

銅祐びその化合物 （塩ィｋ銅 銅として

０．３１ｎｇ／ボ

（新設） （新設） （新設）

（１） に限る。）

銅及びその化合物（シアン化銅 銅として

ｌｍｇ／ボ

（新設） （新設） （新設）

（１） 及び炭酸銅 （虹） －水酸 ｌｍｇ／ボ

化銅 （虹）（１／１） に限る。）

銅柘びその化合物並びに弗素及 銅として

０．２５ｍｇ／ボ

（新設） （新設） （新設）

びその水溶件無機化合物（六弗 ０．２５ｍｇ／１ｄ

化けし、配鯵洞（虹） に限る。）

別添２



銅形びその化合物並びに渓素及 沃素として

０．０８ｍｇ／Ｉｄ

（新設） （新設） （新設）

びその化合物 （沃ィ 銅 （１） に ０．０８ｍｇ／Ｉｄ

限る）

銅履びその化合物（硫酸銅 銅と （新設） （新設） （新設）

（□） 及むふも●；＝ （虹） 下木箱 ／

物に限る。）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

１， ２， ４－トリクロロベンゼ

ン

（略） （略） １， ２， ４－トリクロロベンゼ

ン

（略） （略）

１， ３， ５－トリクロロベンゼ ０．５ＰＰｍ （新設） （新設） （新設）

ン

Ｎ－ （トリクロロメチルチオ）

－ １， ２， ３， ６－テトラヒ ド

ロフタルイミド（別名キヤプタ

ン）

（略） （略） Ｎ－ （トリクロロメチルチオ）

－１， ２， ３， ６－テ トラヒ ド

ロフタルイミド 御Ｊ名キャプタ

ン）

（略） （略）

１， ３， ５－ トリ ス （２， ３ － ０．０５ｍｇ／Ｉｄ （新設） （新設） （新設）

エポキシプロピル） －１、 ３．

５－トリア ジン－ ２． ４． ６

（ＩＨ・

　

３日・

　

５日） －トリオ

ン

（ＩＨ・

　

３日・

　

５日） － トリ

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

バラ－〆 トキシフェノーノレ （略） （略） ノミラーメ トキシフェノーノレ （略） （略）

バリウム ｌｍｇ／ボ （新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

芳脂添２



別添２

ピレトラム （略） （略） ピレトラム （略） （略）

（新設） （新設） （新設）１一 （Ｎ－フェニノレアミノ） ナ ｌｍｇ／Ｉｄ

フタレン

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

フェニノレヒ ドラジン※２ （略） （略）フェニノレヒ ドラジン※２ （略） （略）

２－フエニノレフエノーノレ １^ ｍｏ／ｍ
３ （新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

弗化スルフリル （略） （略） 巽化スルフリル （略） （略）

弗素及びその水溶性無機化合物

（弗化亜鉛及び弗化カリウムに

限る

　

）

（略） （略）弗素及びその水溶性無機化合物

（弗化亜鉛、 弗化カリウム及び

六弗化けい酸市鉛 （虹） に限

る。）

（略） （略）

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

へブタン （ノルマルーヘブタン

に限る。）

（略） （略） へブタン （ノルマルーヘブタン

に限る。）

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）ペンジノレアノレゴーノレ ２ｎｎ１ｎ

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

Ｎ－メチルカルバミン酸２， ３

－ ジヒ ドロ ー ２， ２一ジメチル

ー７－ベンゾ ［ｂ］ フラニル

（別名力ルポフラン）

（略） （略）Ｎ－メチルカルバミン酸２， ３

－ ジヒ ドロ ー２， ２－ジメチル

ー７－ベンゾ ［ｂ］ フラニル

御」名力ルポフラン）

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）メチノレシクロヘキサン ｌｏｎｎｎｍ

（略） （略） （略）（略） （略） （略）

メチルナフタレン （略） （略） メチルナフタレン （略） （略）



別添２

メチルーノルマノレ

　

ペンチルケ ｌｏｏｐｐ皿 （新設） （新設） （新設）

トン

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

２－メチルブタン一１一オーノレ （略） （略） ２－メチルブタン－１－オ｝ル （略） （略）

メチノレプロピルケトン １５０ＤＤｍ （新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

沃素 （略） （略） 渓素 （略） （略）

（新設） （新設） （新設）ｄ－リモネン ３ｐｐｍ

硫化ジメチル １ｏｐｐｍ （新設） （新設） （新設）

蘇鞭商船並びにその一水和物乃

び七水和物

亜鉛として

２．５ｍｇ／

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

りん酸 （略） （略） りん酸 （略） （略）

りん酸茄金合
商鈴として

２．５ｍｇ／

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

備考

１～３

　

（略）

別表第３－１～別表第３－５

　

（略）

（参考１）・（参考２）

　

（略）



化学物質による健康障害防止のための濃度の基準の適用等に関する技術上の指針

　　　　

令和５年４月２７

　

日技術上の指針公示第２４号

　　

改正

　

令和６年５月 ８日技術上の指針公示第２６号

　

改正

　

令和７年９月１９日技術上の指針公示第２７号

改正

　

令和７年１０月８日技術上の指針公示第２８号※１

改正

　

令和８年８月３１日技術上の指針公示第２９号※２

　　　

※ １ 下線部については令和８年１０月１日適用

　

※２

　

二重下線部については令和９年１０月１日適用

労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号） 第２８条第１項の規定に基づき、化

学物質による健康障害防止のための濃度の基準の適用等に関する技術上の指針

を次のとおり公表する。

総則
１ １

　

趣旨

（１）

　

国内で輸入、 製造、 使用されている化学物質は数万種類にのぼり、そ

　

の中には、危険性や有害性が不明な物質が多く含まれる。 さらに、化学

　

物質による休業４日以上の労働災害（がん等の遅発性疾病を除く。） のう

　

ち、特別規貝１」（有機溶剤中毒予防規則 （昭和４７年労働省令第３６号）、鉛

　

中毒予防規則 （昭和４７年労働省令第３７号）、四アルキル鉛中毒予防規則

　　

（昭和４７年労働省令第３８号） 及び特定化学物質障害予防規則 （昭和４７

　

年労働省令第 ３９ 号） をいう。 以下同じ。） の規制の対象となっていない

　

物質に起因するものが約８割を占めている。 また、 化学物質へのばく露

　

に起因する職業がんも発生している。 これらを踏まえ、 特別規則の規制

　

の対象となっていない物質への対策の強化を主眼とし、 国によるばく露

　

の上限となる基準等の制定、危険性や有害性に関する情報の伝達の仕組

　

みの整備や拡充を前提として、 事業者が危険性や有害性に関する情報を

　

踏まえたリスクアセスメント（労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号。

　

以下 「法」 という。） 第 ５７ 条の３第１項の規定による危険性又は有害性

　

の調査 （主として一般消費者の生活の用に供される製品に係るものを除

　

く。） をいう。 以下同じ。） を実施し、 その結果に基づき、 国の定める基

　

準等の範囲内で、 ばく露防止のために講ずべき措置を適切に実施するた

　

めの制度を導入することとしたところである。

（２）

　

本指針は、化学物質等による危険性又は有害性等の調査等に関する指

　

針（平成２７年９月１８

　

日付け危険性又は有害性等の調査等に関する指針

　

公示第３号。 以下 「化学物質リスクアセスメント指針」 という。） と相ま



って、 リスクアセスメント対象物 （リスクアセスメントをしなければな

らない労働安全衛生法施行令（昭和４７年政令第３１８号） 第１８条各号に
掲げる物及び法第５７条の２第１項に規定する通知対象物をいう。 以下同
じ。） を製造し、又は取り扱う事業者において、労働安全衛生規則 （昭和
４７年労働省令第３２号。 以下「安衛則」という。） 等の規定が円滑かつ適
切に実施されるよう、安衛則第 ５７７条の２第２項の規定に基づき厚生労

働大臣が定める濃度の基準（以下「濃度基準値」という。）及びその適用、
労働者のばく露の程度が濃度基準値以下であることを確認するための方

法、物質の濃度の測定における試料採取方法及び分析方法並びに有効な

保護具の適切な選択及び使用等について、 法令で規定された事項のほか、
事業者が実施すべき事項を一体的に規定したものである。

　

なお、 リスクアセスメント対象物以外の化学物質を製造し、 又は取り

扱う事業者においては、 本指針を活用し、 労働者が当該化学物質にばく

露される程度を最小限度とするように努めなければならない。

１－２

　

実施内容

　

事業者は、次に掲げる事項を実施するものとする。
（１）

　

事業場で使用する全てのリスクアセスメント対象物について、 危険性

　

又は有害性を特定し、 労働者が当該物にばく露される程度を把握した上

　

で、 リスクを見積もること。

（２）

　

濃度基準値が設定されている物質について、 リスクの見積りの過程に

　

おいて、 労働者が当該物質にばく露される程度が濃度基準値を超えるお

　

それがある屋内作業を把握した場合は、 ばく露される程度が濃度基準値

　

以下であることを確認するための労働者の呼吸域における物質の濃度の

　

測定（以下「確認測定」という。） を実施すること。
（３） （１）及び（２）の結果に基づき、 危険性又は有害性の低い物質への代替、

　

工学的対策、 管理的対策、有効な保護具の使用という優先順位に従い、

　

労働者がリスクアセスメント対象物にばく露される程度を最小限度とす

　

ることを含め、 必要なリスク低減措置 （リスクアセスメントの結果に基

　

づいて労働者の危険又は健康障害を防止するための措置をいう。 以下同

　

じ。） を実施すること。 その際、 濃度基準値が設定されている物質につい

　

ては、 労働者が当該物質にばく露される程度を濃度基準値以下としなけ

　

ればならないこと。

２

　

リスクアセスメント及びその結果に基づく労働者のばく露の程度を濃度基

準値以下とする措置等を含めたリスク低減措置

２－１ 基本的考え方

２



（１）

　

事業者は、 事業場で使用する全てのリスクアセスメント対象物につい

　

て、危険性又は有害性を特定し、 労働者が当該物にばく露される程度を

　

数理モデルの活用を含めた適切な方法により把握した上で、リスクを見

　

積もり、その結果に基づき、 危険性又は有害性の低い物質への代替、 工

　

学的対策、 管理的対策、 有効な保護具の使用等により、当該物にばく露

　

される程度を最小限度とすることを含め、必要なリスク低減措置を実施

　

すること。

（２）

　

事業者は、 濃度基準値が設定されている物質について、 リスクの見積

　

もりの過程において、 労働者が当該物質にばく露される程度が濃度基準

　

値を超えるおそれのある屋内作業を把握した場合は、 確認測定を実施し、

　

その結果に基づき、当該作業に従事する全ての労働者が当該物質にばく

　

露される程度を濃度基準値以下とすることを含め、必要なリスク低減措

　

置を実施すること。 この場合において、 ばく露される当該物質の濃度の

　

平均値の上側信頼限界（９５％）（濃度の確率的な分布のうち、高濃度側か

　

ら５％に相当する濃度の推計値をいう。以下同じ。） が濃度基準値以下で

　

あることを維持することまで求める趣旨ではないこと。

（３）

　

事業者は、 濃度基準値が設定されていない物質について、 リスクの見

　

積りの結果、 一定以上のリスクがある場合等、 労働者のばく露状況を正

　

確に評価する必要がある場合には、当該物質の濃度の測定を実施するこ

　

と。 この測定は、 作業場全体のばく露状況を評価し、必要なリスク低減

　

措置を検討するために行うものであることから、 工学的対策を実施しう

　

る場合にあっては、 労働者の呼吸域における物質の濃度の測定のみなら

　

ず、 よくデザインされた場の測定も必要になる場合があること。 また、

　

事業者は、統計的な根拠を持って事業場における化学物質へのばく露が

　

適切に管理されていることを示すため、 測定値のばらつきに対して、 統

　

計上の上側信頼限界 （９５％） を踏まえた評価を行うことが望ましいこと。
（４）

　

事業者は、建設作業等、 毎回異なる環境で作業を行う場合については、

　

典型的な作業を洗い出し、 あらかじめ当該作業において労働者がばく露

　

される物質の濃度を測定し、その測定結果に基づく局所排気装置の設置

　

及び使用、 要求防護係数に対して十分な余裕を持った指定防護係数を有

　

する有効な呼吸用保護具の使用 （防毒マスクの場合は適切な吸収缶の使

　

用） 等を行うことを定めたマニュアル等を作成することで、 作業ごとに

　

労働者がばく露される物質の濃度を測定することなく当該作業における

　

リスクアセスメントを実施することができること。 また、 当該マニュア

　

ル等に定められた措置を適切に実施することで、当該作業において、 労

　

働者のばく露の程度を最小限度とすることを含めたリスク低減措置を実

　

施することができること。

へ３



（５）

　

事業者は、（１）から（４）までに定めるリスクアセスメント及びその結果

　

に基づくリスク低減措置については、化学物質管理者 （安衛貝－ｉ第１２条の

　

５第１項に規定する化学物質管理者をいう。 以下同じ。）の管理下におい

　

て実施する必要があること。
（６）

　

事業者は、 リスクアセスメントと濃度基準値については、 次に掲げる

　

事項に留意すること。

　

ア

　

リスクアセスメントの実施時期は、 安衛則第 ３４ 条の２の７第１項の

　　

規定により、 ①リスクアセスメント対象物を原材料等として新規に採

　　

用し、 又は変更するとき、 ②リスクアセスメント対象物を製造し、 又

　　

は取り扱う業務に係る作業の方法又は手順を新規に採用し、又は変更

　　

するとき、 ③リスクアセスメント対象物の危険性又は有害性等につい

　　

て変化が生じ、 又は生ずるおそれがあるときとされていること。 なお、

　　

「有害性等について変化が生じ」 には、 濃度基準値が新たに定められ

　　

た場合や、 すでに使用している物質が新たにリスクアセスメント対象

　　

物となった場合が含まれること。 さらに、 化学物質リスクアセスメン

　　

ト指針においては、 前回のリスクアセスメントから一定の期間が経過

　　

し、設備等の経年劣化、 労働者の入れ替わり等に伴う知識経験等の変

　　

化、 新たな安全衛生に係る知見の集積等があった場合には、 再度、 リ

　　

スクアセスメントを実施するよう努めることとしていること。

　

イ

　

労働者のば〈露の程度が濃度基準値以下であることを確認する方法

　　

は、 事業者において決定されるものであり、 確認測定の方法以外の方

　　

法でも差し支えないが、 事業者は、 労働基準監督機関等に対して、 労

　　

働者のばく露の程度が濃度基準値以下であることを明らかにできる必

　　

要があること。

　

ウ

　

「労働者の呼吸域」 とは、 当該労働者が使用する呼吸用保護具の外

　　

側であって、 両耳を結んだ直線の中央を中心とした、 半径 ３０センチ〆

　　

一トルの、 顔の前方に広がった半球の内側をいうこと。

　

エ

　

労働者のばく露の程度は、呼吸用保護具を使用していない場合は、 労

　

働者の呼吸域において測定される濃度で、 呼吸用保護具を使用してい

　　

る場合は、 呼吸用保護具の内側の濃度で表されること。 したがって、

　　

労働者の呼吸域における物質の濃度が濃度基準値を上回っていたとし

　

ても、 有効な呼吸用保護具の使用により、 労働者がばく露される物質

　　

の濃度を濃度基準値以下とすることが許容されることに留意すること。

　

ただし、 実際に呼吸用保護具の内側の濃度の測定を行うことは困難で

　　

あるため、 労働者の呼吸域における物質の濃度を呼吸用保護具の指定

　　

防護係数で除して、 呼吸用保護具の内側の濃度を算定することができ

　

る こ と。

４



オ

　

よくデザインされた場の測定とは、主として工学的対策の実施のため

　

に、化学物質の発散源の特定、 局所排気装置等の有効性の確認等のた

　

めに、 固定点で行う測定をいうこと。 従来の作業環境測定のＡ・Ｂ測

　

定の手法も含まれる。 場の測定については、 作業環境測定士の関与が

　

望ましいこと。

２－２

　

リスクアセスメントにおける測定

２－２－１ 基本的考え方

　　

事業者は、 リスクアセスメントの結果に基づくリスク低減措置として、

　

労働者のばく露の程度を濃度基準値以下とすることのみならず、 危険性

　

又は有害性の低い物質への代替、 工学的対策、管理的対策、 有効な保護

　

具の使用等を駆使し、 労働者のばく露の程度を最小限度とすることを含

　

めた措置を実施する必要があること。 事業者は、 工学的対策の設定及び

　

評価を実施する場合には、 労働者の呼吸域における物質の濃度の測定の

　

みならず、 よくデザインされた場の測定を行うこと。

２－２－２

　

試料の採取場所及び評価

（１）

　

事業場における全ての労働者のばく露の程度を最小限度とすること

　

を含めたリスク低減措置の実施のために、 ばく露状況の評価は、事業

　

場のばく露状況を包括的に評価できるものであることが望ましいこと。

　

このため、 事業者は、 労働者がばく露される濃度が最も高いと想定さ

　

れる均等ばく露作業 （労働者がばく露する物質の量がほぼ均一である

　

と見込まれる作業であって、 屋内作業場におけるものに限る。 以下同

　

じ。） のみならず、 幅広い作業を対象として、当該作業に従事する労働

　

者の呼吸域における物質の濃度の測定を行い、その測定結果を統計的

　

に分析し、 統計上の上側信頼限界 （９５％） を活用した評価や物質の濃

　

度が最も高い時間帯に行う測定の結果を活用した評価を行うことが望

　

ま しいこと。

（２）

　

対象者の選定、 実施時期、 試料採取方法及び分析方法については、

　

３及び４に定める確認測定に関する事項に準じて行うことが望ましい

　

こ と。

３

　

確認測定の対象者の選定及び実施時期

３－１

　

確認測定の対象者の選定

（１）

　

事業者は、 リスクアセスメントによる作業内容の調査、 場の測定の結

　　

果及び数理モデルによる解析の結果等を踏まえ、均等ばく露作業に従事

　　

する労働者のばく露の程度を評価すること。 その際、 労働者の呼吸域に

　　　　　　　　　　

５



　

おける物質の濃度が８時間のばく露に対する濃度基準値 （以下「八時間

　

濃度基準値」という。） の２分の１程度を超えると評価された場合は、確

　

認測定を実施すること。
（２）

　

全ての労働者のばく露の程度が濃度基準値以下であることを確認する

　

という趣旨から、 事業者は、 労働者のばく露の程度が最も高いと想定さ

　

れる均等ばく露作業における最も高いばく露を受ける労働者 （以下「最

　

大ばく露労働者」という。） に対して確認測定を行うこと。 その測定結果

　

に基づき、 事業場の全ての労働者に対して一律のリスク低減措置を行う

　

のであれば、 最大ばく露労働者が従事する作業よりもばく露の程度が低

　

いことが想定される作業に従事する労働者について確認測定を行う必要

　

はないこと。 しかし、 事業者が、 ばく露の程度に応じてリスク低減措置

　

の内容や呼吸用保護具の要求防護係数を作業ごとに最適化するために、

　

当該作業ごとに最大ばく露労働者を選定し、確認測定を実施することが

　

望ましいこと。

（３）

　

均等ばく露作業ごとに確認測定を行う場合は、均等ばく露作業に従事

　

する労働者の作業内容を把握した上で、 当該作業における最大ば〈露労

　

働者を選定し、当該労働者の呼吸域における物質の濃度を測定すること

　

が妥当であること。
（４）

　

均等ばく露作業の特定に当たっては、 同一の均等ばく露作業において

　

複数の労働者の呼吸域における物質の濃度の測定を行った場合であって、

　

各労働者の濃度の測定値が測定を行った全労働者の濃度の測定値の平均

　

値の２分の１から２倍の間に収まらない場合は、均等ばく露作業を細分

　

化し、 次回以降の確認測定を実施することが望ましいこと。
（５）

　

労働者のばく露の程度を最小限度とし、 労働者のばく露の程度を濃度

　

基準値以下とするために講ずる措置については、安衛則第 ５７７ 条の２第

　

１０ 項の規定により、事業者は、 関係労働者の意見を聴取するとともに、

　

安衛則第２２条第１１号の規定により、衛生委員会において、それらの措

　

置について審議することが義務付けられていることに留意し、確認測定

　

の結果の共有も含めて、 関係労働者との意思疎通を十分に行うとともに、

　

安全衛生委員会又は衛生委員会で十分な審議を行う必要があること。
（６）

　

確認測定の対象者の選定等については、 以下の事項に留意すること。

　

ア

　

（１）において、 リスク見積りの一環として、 労働者が当該物質にばく

　　

露される程度が濃度基準値を超えるおそれのある屋内作業の有無を判

　　

断するために、 確認測定を実施する基準として、 労働者の呼吸域にお

　　

ける物質の濃度を採用する趣旨は、リスク低減措置はいずれも労働者

　　

の呼吸域における物質の濃度に基づいて決定されるため、優先順位に

　　

基づく必要なリスク低減措置を検討する際に労働者の呼吸域における

６



　

物質の濃度が必要であるためであること。 さらに、 労働者の呼吸域に

　

おける物質の濃度が八時間濃度基準値の２分の１程度を超えると評価

　

される場合を基準とする趣旨は、数理モデルや場の測定による労働者

　

の呼吸域における物質の濃度の推定が、 濃度が高くなると、 ばらつき

　

が大きくなり、 推定の信頼性が低くなることを踏まえたものであるこ

　

と。

イ

　

（１） の労働者の呼吸域における物質の濃度が八時間濃度基準値の２

　

分の１程度を超えている労働者に対する確認測定は、 測定中に、当該

　

労働者が濃度基準値以上の濃度にばく露されることのないよう、 有効

　

な呼吸用保護具を着用させて測定を行うこと。
ウ

　

均等ばく露作業ごとに確認測定を行う場合において、測定結果のば

　

らつきや測定の失敗等を考慮し、八時間濃度基準値との比較を行うた

　

めの確認測定については、 均等ばく露作業ごとに最低限２人の測定対

　

象者を選定することが望ましいこと。１５ 分間のばく露に対する濃度基

　

準値 （以下「短時間濃度基準値」という。） との比較を行うための確認

　

測定については、 最大ばく露労働者のみを対象とすることで差し支え

　

ないこと。

エ

　

均等ばく露作業において、 最大ばく露労働者を特定できない場合は、

　

均等ばく露作業に従事する者の５分の１程度の労働者を抽出して確認

　

測定を実施する方法があること。

３－２ 確認測定の実施時期

（１）

　

事業者は、 確認測定の結果、 労働者の呼吸域における物質の濃度が、

　

濃度基準値を超えている作業場については、 少なくとも６月に１回、 確

　

認測定を実施すること。
（２）

　

事業者は、 確認測定の結果、 労働者の呼吸域における物質の濃度が、

　

濃度基準値の２分の１程度を上回り、濃度基準値を超えない作業場につ

　

いては、 一定の頻度で確認測定を実施することが望ましいこと。 その頻

　

度については、 安衛則第３４条の２の７及び化学物質リスクアセスメント

　

指針に規定されるリスクアセスメントの実施時期を踏まえつつ、 リスク

　

アセスメントの結果、 定点の連続モニタリングの結果、 工学的対策の信

　

頼性、 製造し又は取り扱う化学物質の毒性の程度等を勘案し、労働者の

　

呼吸域における物質の濃度に応じた頻度となるように事業者が判断すべ

　

きであること。

（３）

　

確認測定の実施時期等については、 以下の事項に留意すること。

　

ア

　

確認測定は、 最初の測定は呼吸用保護具の要求防護係数を算出する

　　

ため労働者の呼吸域における物質の濃度の測定が必要であるが、 定期

ワ
′



　

的に行う測定はばく露状況に大きな変動がないことを確認する趣旨で

　

あるため、 定点の連続モニタリングや場の測定で確認測定に代えるこ

　

とも認められること。
イ

　

労働者の呼吸域における物質の濃度が濃度基準値以下の場合の確認

　

測定の頻度については、局所排気装置等を整備する等により作業環境

　

を安定的に管理し、 定点の連続モニタリング等によって環境中の濃度

　

に大きな変動がないことを確認している場合は、 作業の方法や局所排

　

気装置等の変更がない限り、 確認測定を定期的に実施することは要し

　

ないこと。

４

　

確認測定における試料採取方法及び分析方法

４－１

　

標準的な試料採取方法及び分析方法

　　

確認測定における、 事業者による標準的な試料採取方法及び分析方法は、

　

別表１に定めるところによること。 なお、 これらの方法と同等以上の精度

　

を有する方法がある場合は、 それらの方法によることとして差し支えない

　

こ と。

４－２ 試料空気の採取方法

４－２－１

　

確認測定における試料採取機器の装着方法

　　

事業者は、確認測定における試料空気の採取については、 作業に従事

　

する労働者の身体に装着する試料採取機器を用いる方法により行うこと。

　

この場合において、当該試料採取機器の採取ロは、 当該労働者の呼吸域

　

における物質の濃度を測定するために最も適切な部位に装着しなければ

　

ならないこと。
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４－２－２

　

蒸気及びエアロゾル粒子が同時に存在する場合の試料採取機

　　

器

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　

事業者は、 室温において、蒸気とエアロゾル粒子が同時に存在する物

質については、濃度の測定に当たっては、濃度の過小評価を避けるため、
原則として、飽和蒸気圧の濃度基準値に対する比 （飽和蒸気圧濃度／濃

度基準値）が０．１以上１０以下の物質については、蒸気とエアロゾル粒子
の両方の試料を採取すること。

　

なお、飽和蒸気圧濃度とは、飽和蒸気圧における濃度をｐｐｍとして換算

したものとする。例えばある物質の飽和蒸気圧が８×１０
３

　

ｍｍＨｇ の場合、
大気圧が７６０脚ＰＨｇとすると、飽和蒸気圧における当該物質の濃度（飽和蒸
気圧濃度） は０．００８／７６０：０．００００１０：１ｏ ｐｐｍ となる。

　

ただし、 事業者は、 作業実態において、 蒸気やエアロゾル粒子による

　　　　　　　　　　　

８



ばく露が想定される物質については、当該比が０．１以上１０以下でない場

合であっても、蒸気とエアロゾル粒子の両方の試料を採取することが望

ま しいこと。

　

別表 ”こおいて、 当該物質については、蒸気とエアロゾル粒子の両方

を捕集すべきであることを明記するとともに、標準的な試料採取方法と

して、蒸気を捕集する方法とエアロゾル粒子を捕集する方法を併記し、
蒸気とエアロゾル粒子の両方を捕集する方法 （相補捕集法） が定められ

ていること。

　

事業場の作業環境に応じ、 当該物質の測定及び管理のために必要があ

る場合は、 次に掲げる算式により、濃度基準値の単位を変換できること。

Ｃ（ｍｇ／ｍ
３） ＝ 分子量（ｇ）／モル体積（Ｌ）×Ｃ（ｍＬ／ｍ

３＝ｐｐｍ）

ただし、 室温は２ずＣ、 気圧は１気圧とすること。

４－３ 試料空気の採取時間

４－３－１

　

八時間濃度基準値と比較するための試料空気の採取時間

　

（１）

　

空気試料の採取時間については、八時間濃度基準値と比較するとい

　　

う趣旨を踏まえ、 連続する８時間の測定を行い採取した１つの試料か、

　　

複数の測定を連続して行って採取した合計８時間分の試料とすること

　　

が望ましいこと。 ８時間未満の連続した試料や短時間ランダムサンプ

　　

リングは望ましくないこと。

　

（２）

　

ただし、 一労働日を通じて労働者がばく露する物質の濃度が比較的

　　

均一であり、 自動化かつ密閉化された作業という限定的な場面におい

　　

ては、 事業者は、 試料採取時間の短縮を行うことは可能であること。

　　

この場合において、測定されない時間の存在は、測定の信頼性に対す

　　

る深刻な弱点となるため、 事業者は、測定されていない時間帯のばく

　　

露状況が測定されている時間帯のばく露状況と均一であることを、 過

　　

去の測定結果や作業工程の観察等によって明らかにするとともに、試

　　

料採取時間は、 労働者のばく露の程度が高い時間帯を含めて、少なく

　　

とも２時間 （８時間の２５％） 以上とし、測定されていない時間帯のば

　　

く露における濃度は、測定されている時間のばく露における濃度と同

　　

一であるとみなすこと。

　

（３）

　

八時間濃度基準値と比較するための試料空気の採取時間については、

　　

以下の事項に留意すること。

　　

ア

　

八時間濃度基準値と比較をするための労働者の呼吸域における物

　　　

質の濃度の測定に当たっては、 適切な能力を持った自社の労働者が

　　　

試料採取を行い、 その試料の分析を分析機関に委託する方法がある
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こと。

イ

　

この場合、 作業内容や労働者をよく知る者が試料採取を行うこと
ができるため、試料採取の適切な実施が担保できるとともに、 試料
採取の外部委託の費用を低減することが可能となること。

４－３－２

　

短時間濃度基準値と比較するための試料空気の採取時間
（１）

　

事業者は、 労働者のばく露の程度が短時間濃度基準値以下であるこ

　

とを確認するための測定においては、最大ばく露労働者 （１人） につ

　

いて、１日の労働時間のうち最もばく露の程度が高いと推定される １５

　

分間に当該測定を実施する必要があること。
（２）

　

事業者は、測定結果のばらつきや測定の失敗等を考慮し、当該労働

　

時間中に少なくとも３回程度測定を実施し、最も高い測定値で比較を

　

行うことが望ましいこと。 ただし、 １日の労働時間中の化学物質にば

　

く露される作業時間が１５分程度以下である場合は、１回で差し支えな

　

い こと。

４－３－３

　

短時間作業の場合の八時間濃度基準値と比較するための試料

　　　　

空気の採取時間

　

事業者は、 短時間作業が断続的に行われる場合や、一労働日における
化学物質にばく露する作業を行う時間の合計が８時間未満の場合におけ
る八時間濃度基準値と比較するための試料空気の採取時間は、 労働者が
ばく露する作業を行う時間のみとすることができる。

５

　

濃度基準値及びその適用

５－１

　

八時間濃度基準値及び短時間濃度基準値の適用
（１）

　

事業者は、別表２の左欄に掲げる物 （※２と付されているものを除く。

　　

以下同じ。） を製造し、又は取り扱う業務 （主として一般消費者の生活の

　　

用に供される製品に係るものを除く。） を行う屋内作業場においては、当

　　

該業務に従事する労働者がこれらの物にばく露される程度を濃度基準値

　　

以下としなければならないこと。
（２）

　

濃度基準値は、別表２の左欄に掲げる物の種類に応じ、 同表の中欄及

　　

び右欄に掲げる値とすること。 この場合において、 次のア及びイに掲げ

　　

る値は、 それぞれア及びイに定める濃度の基準を超えてはならないこと。

　　

ア

　

１日の労働時間のうち８時間のばく露における別表２の左欄に掲げ

　　　

る物の濃度を各測定の測定時間により加重平均して得られる値 （以

　　　

下「八時間時間加重平均値」という。）

　

八時間濃度基準値

　　

イ

　

１日の労働時間のうち別表２の左欄に掲げる物の濃度が最も高くな
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ると思われる １５分間のばく露における当該物の濃度を各測定の測定

時間により加重平均して得られる値 （以下 「十五分間時間加重平均

値」という。） 短時間濃度基準値

５－２

　

濃度基準値の適用に当たって実施に努めなければならない事項

　

事業者は、 ５ １の濃度基準値について、 次に掲げる事項を行うよう努

めなければならないこと。

（１）

　

別表２の左欄に掲げる物のうち、八時間濃度基準値及び短時間濃度基

　

準値が定められているものについて、 当該物のばく露における十五分間

　

時間加重平均値が八時間濃度基準値を超え、 かつ、 短時間濃度基準値以

　

下の場合にあっては、当該ばく露の回数が１日の労働時間中に４回を超

　

えず、 かつ、 当該ばく露の間隔を１時間以上とすること。

（２）

　

別表２の左欄に掲げる物のうち、 八時間濃度基準値が定められており、

　

かつ、 短時間濃度基準値が定められていないものについて、 当該物のば

　

く露における十五分間時間加重平均値が八時間濃度基準値を超える場合

　

にあっては、当該ばく露の十五分間時間加重平均値が八時間濃度基準値

　

の３倍を超えないようにすること。

（３）

　

別表２の左欄に掲げる物のうち、 短時間濃度基準値が天井値として定

　

められているものは、 当該物のばく露における濃度が、 いかなる短時間

　

のばく露におけるものであるかを問わず、 短時間濃度基準値を超えない

　

ようにすること。

（４）

　

別表２の左欄に掲げる物のうち、 有害性の種類及び当該有害性が影響

　

を及ぼす臓器が同一であるものを２種類以上含有する混合物の八時間濃

　

度基準値については、 次の式により計算して得た値が１を超えないよう

　

にすること。

　

Ｃ ＝ ＣＩ／ ＬＩ十 Ｃ２／ Ｌ２＋ … …

　　

（この式において、 Ｃ、 Ｃ，、 Ｃ２……及びＬ，、 Ｌ２……は、 そ
れぞれ次

　　

の値を表すものとする。

　　

Ｃ

　

換算値

　　

Ｃ．、 Ｃ２……

　

物の種類ごとの八時間時間加重平均値

　　

Ｌ，、 Ｌ２……

　

物の種類ごとの八時間濃度基準値）

（５） （４）の規定は、短時間濃度基準値について準用すること。

６

　

濃度基準値の趣旨等及び適用に当たっての留意事項

事業者は、濃度基準値の適用に当たり、次に掲げる事項に留意すること。

６－１ 濃度基準値の設定

　

６－１－１ 基本的考え方

１１



（１）

　

各物質の濃度基準値は、原則として、収集された信頼のおける文献

　

で示された無毒性量等に対し、 不確実係数等を考慮の上、決定された

　

ものである。 各物質の濃度基準値は、 設定された時点での知見に基づ

　

き設定されたものであり、 濃度基準値に影響を与える新たな知見が得

　

られた場合等においては、再度検討を行う必要があるものであること。
（２）

　

特別規則の適用のある物質については、 特別規則による規制との二

　

重規制を避けるため、 濃度基準値を設定していないこと。

６－１－２

　

発がん性物質への濃度基準値の設定

（１）

　

濃度基準値の設定においては、ヒトに対する発がん性が明確な物質

　　

（別表１の左欄に※５及び別表２の左欄に※２と付されているもの。）

　

については、発がんが確率的影響であることから、長期的な健康影響

　

が発生しない安全な闇値である濃度基準値を設定することは困難であ

　

ること。 このため、 当該物質には、 濃度基準値の設定がなされていな

　

い こ と。

（２）

　

これらの物質について、 事業者は、 有害性の低い物質への代替、 工

　

学的対策、 管理的対策、 有効な保護具の使用等により、 労働者がこれ

　

らの物質にばく露される程度を最小限度としなければならないこと。

６－２ 濃度基準値の趣旨

６－２－１

　

八時間濃度基準値の趣旨

　

（１）

　

八時間濃度基準値は、 長期間ばく露することにより健康障害が生ず

　　

る

　

ことが知られている物質について、 当該障害を防止するため、 八

　　

時間時間加重平均値が超えてはならない濃度基準値として設定された

　　

ものであり、 この濃度以下のばく露においては、 おおむね全ての労働

　　

者に健康障害を生じないと考えられているものであること。
（２）

　

短時間作業が断続的に行われる場合や、一労働日における化学物質

　　

にばく露する作業を行う時間の合計が８時間未満の場合は、 ばく露す

　　

る作業を行う時間以外の時間 （８時間からばく露作業時間を引いた時

　　

間。 以下 「非ばく露作業時間」 という。） について、 ばく露における物

　　

質の濃度をゼロとみなして、 ばく露作業時間及び非ばく露作業時間に

　　

おける物質の濃度をそれぞれの測定時間で加重平均して八時間時間加

　　

重平均値を算出するか、 非ばく露作業時間を含めて８時間の測定を行

　　

い、 当該濃度を８時間で加重平均して八時間時間加重平均値を算出す

　　

ること （参考１の計算例参照）。
（３）

　

この場合において、 八時間時間加重平均値と八時間濃度基準値を単

　　

純に比較するだけでは、 短時間作業の作業中に八時間濃度基準値をは
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るかに上回る高い濃度のばく露が許容されるおそれがあるため、事業

者は、十五分間時間加重平均値を測定し、 短時間濃度基準値の
定めが

ある物は５－１（２）イに定める基準を満たさなければならないとともに、

５－２（１）から（５）までに定める事項を行うように努めること。

６－２－２

　

短時間濃度基準値の趣旨

（１）

　

短時間濃度基準値は、 短時間でのばく露により急性健康障害が生ず

　

ることが知られている物質について、 当該障害を防止するため、 作業

　

中のいかなるばく露においても、 十五分間時間加重平均値が超えては

　

ならない濃度基準値として設定されたものであること。 さらに、 十五

　

分間時間加重平均値が八時間濃度基準値を超え、 かつ、 短時間濃度基

　

準値以下の場合にあっては、 複数の高い濃度のばく露による急性健康

　

障害を防止する観点から、 ５－２（１）において、 十五分間時間加重平均

　

値が八時間濃度基準値を超える最大の回数を４回とし、 最短の間隔を

　　

１時間とすることを努力義務としたこと。

（２）

　

八時間濃度基準値が設定されているが、 短時間濃度基準値が設定さ

　

れていない物質についても、八時間濃度基準値が均等なばく露を想定

　

して設定されていることを踏まえ、 毒性学の見地から、 短期間に高濃

　

度のばく露を受けることは避けるべきであること。 このため、 ５－２

　　

（２）において、 たとえば、 ８時間中ばく露作業時間が１時間、 非
ばく露

　

作業時間が７時間の場合に、 １時間のばく露作業時間において八時間

　

濃度基準値の８倍の濃度のばく露を許容するようなことがないよう、

　

作業中のいかなるばく露においても、十五分間時間加重平均値が、 八

　

時間濃度基準値の３倍を超えないことを努力義務としたこと。

６－２－３ 天井値の趣旨

（１）

　

天井値については、 眼への刺激性等、 非常に短い時間で急性影響が

　

生ずることが疫学調査等により明らかな物質について規定されており、

　

いかなる短時間のばく露においても超えてはならない基準値であるこ

　

と。 事業者は、濃度の連続測定によってばく露が天井値を超えないよ

　

うに管理することが望ましいが、 現時点における連続測定手法の技術

　

的限界を踏まえ、 その実施については努力義務とされていること。

（２）

　

事業者は、連続測定が実施できない場合は、 当該物質の十五分間時

　

間加重平均値が短時間濃度基準値を超えないようにしなければならな

　

いこと。 また、 事業者は、 天井値の趣旨を踏まえ、 当該物質へ
の労働

　

者のばく露が天井値を超えないよう、十五分間時間加重平均値が余裕

　

を持って天井値を下回るように管理する等の措置を講ずることが望ま
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しいこと。

６－３

　

濃度基準値の適用に当たっての留意事項

６－３－１

　

混合物への濃度基準値の適用

（１）

　

混合物に含まれる複数の化学物質が、 同一の毒性作用機序によって

　　

同一の標的臓器に作用する場合、 それらの物質の相互作用によって、

　　

相加効果や相乗効果によって毒性が増大するおそれがあること。 しか

　　

し、複数の化学物質による相互作用は、個別の化学物質の組み合わせ

　　

に依存し、 かつ、 相互作用も様々であること。
（２）

　

これを踏まえ、 混合物への濃度基準値の適用においては、 混合物に

　　

含まれる複数の化学物質が、同一の毒性作用機序によって同一の標的

　　

臓器に作用することが明らかな場合には、 それら物質による相互作用

　　

を考慮すべきであるため、 ５－２（４）に定める相加式を活用してばく露

　　

管理を行うことが努力義務とされていること。

６－３－２

　

－労働日の労働時間が８時間を超える場合の適用

（１）

　

－労働日における化学物質にばく露する作業を行う時間の合計が８

　

時間を超える作業がある場合には、 作業時間が８時間を超えないよう

　

に管理することが原則であること。
（２）

　

やむを得ず化学物質にばく露する作業が８時間を超える場合、八時

　

間時間加重平均値は、 当該作業のうち、 最も濃度が高いと思われる時

　

間を含めた８時間のばく露における濃度の測定により求めること。 こ

　

の場合において、 事業者は、当該八時間時間加重平均値が八時間濃度

　

基準値を下回るのみならず、化学物質にばく露する全ての作業時間に

　

おけるばく露量が、八時間濃度基準値で８時間ばく露したばく露量を

　

超えないように管理する等、適切な管理を行うこと。 また、八時間濃

　

度基準値を当該時間用に換算した基準値 （八時間濃度基準値×８時間

　

／実作業時間） により、 労働者のば〈露を管理する方法や、毒性学に

　

基づく代謝メカニズムを用いた数理モデルを用いたばく露管理の方法

　

も提唱されていることから、 ばく露作業の時間が８時間を超える場合

　

の措置については、化学物質管理専門家等の専門家の意見を踏まえ、

　

必要な管理を実施すること。

７

　

リスク低減措置

７－１

　

基本的考え方

　　

事業者は、 化学物質リスクアセスメント指針に規定されているように、

　

危険性又は有害性の低い物質への代替、 工学的対策、管理的対策、 有効な
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保護具の使用という優先順位に従い、 対策を検討し、 労働者のばく露の程

度を濃度基準値以下とすることを含めたリスク低減措置を実施すること。

その際、保護具については、適切に選択され、使用されなければ効果を発

揮しないことを踏まえ、本質安全化、工学的対策等の信頼性と比較し、最

も低い優先順位が設定されていることに留意すること。

７－２

　

保護具の適切な使用

（１）

　

事業者は、 確認測定により、 労働者の呼吸域における物質の濃度が、

　

保護具の使用を除くリスク低減措置を講じてもなお、当該物質の濃度基

　

準値を超えること等、リスクが高いことを把握した場合、 有効な呼吸用

　

保護具を選択し、 労働者に適切に使用させること。 その際、 事業者は、

　

保護具のうち、 呼吸用保護具を使用する場合においては、その選択及び

　

装着が適切に実施されなければ、 所期の性能が発揮されないことに留意

　

し、 ７－３及び７－４に定める呼吸用保護具の選択及
び適切な使用の確

　

認を行うこと。

（２）

　

事業者は、皮膚若しくは眼に障害を与えるおそれ又は皮膚から吸収さ

　

れ、 若しくは皮膚から侵入して、 健康障害を生ずるおそれがあること
が

　

明らかな化学物質及びそれを含有する製剤を製造し、又は取り扱う業務

　

に労働者を従事させるときは、不浸透性の保護衣、 保護手袋、 履物又は

　

保護眼鏡等の適切な保護具を使用させなければならないこと。

（３）

　

事業者は、保護具に関する措置については、保護具に関して必要な教

　

育を受けた保護具着用管理責任者 （安衛則第１２条の６第１項に規定する

　

保護具着用管理責任者をいう。） の管理下で行わせなければならないこと。

７－３ 呼吸用保護具の適切な選択

　

事業者は、 濃度基準値が設定されている物質について、 次に掲げるとこ

ろにより、適切な呼吸用保護具を選択し、労働者に使用させること。

（１）

　

労働者に使用させる呼吸用保護具については、要求防護係数を上回る

　

指定防護係数を有するものでなければならないこと。
（２） （１）の要求防護係数は、次の式により計算すること。

　　　　

Ｐ Ｆ ＝Ｃ／ＣＯ

　　　

（この式において、 ＰＦ．、 Ｃ及びＣｏは、 それぞれ次の値
を表すも

　　　　

の と す る。

　　　　

Ｐ Ｆ

　

要求防護係数

　　　　

Ｃ

　

化学物質の濃度の測定の結果得られた値

　　　　

Ｃｏ化学物質の濃度基準値）
（３） （２）の化学物質の濃度の測定の結果得られた値は、測定値のうち最大の

　

値とすること。
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（４）

　

要求防護係数の決定及び適切な保護具の選択は、化学物質管理者の管
理のもと、 保護具着用管理責任者が確認測定を行った者と連携しつつ行
うこと。

　

複数の化学物質を同時に又は順番に製造し、又は取り扱う作業場にお
ける呼吸用保護具の要求防護係数については、それぞれの化学物質ごと
に算出された要求防護係数のうち、 最大のものを当該呼吸用保護具の要
求防護係数として取り扱うこと。

　

（１）の指定防護係数は、 別表第３－１から第３－４までの左欄に掲げる
呼吸用保護具の種類に応じ、 それぞれ同表の右欄に掲げる値とすること。
ただし、指定防護係数は、別表第３－５の左欄に掲げる呼吸用保護具を
使用した作業における当該呼吸用保護具の外側及び内側の化学物質の濃
度の測定又はそれと同等の測定の結果により得られた当該呼吸用保護具
に係る防護係数が同表の右欄に掲げる指定防護係数を上回ることを当該
呼吸用保護具の製造者が明らかにする書面が当該呼吸用保護具に添付さ
れている場合は、 同表の左欄に掲げる呼吸用保護具の種類に応じ、それ
ぞれ同表の右欄に掲げる値とすることができること。

　

防じん又は防毒の機能を有する呼吸用保護具の選択に当たっては、 主
に蒸気又はガスとしてばく露する化学物質（濃度基準値の単位が ｐｐｍ で
あるもの） については、 有効な防毒機能を有する呼吸用保護具を選択し、
主に粒子としてばく露する化学物質（濃度基準値の単位がｍｇ／ｍ３であるも
の） については、 粉じんの種類 （固体粒子又はミスト） に応じ、 有効な
防じん機能を有する呼吸用保護具を労働者に使用させること。 ただし、
４－２－２で定める蒸気及び粒子の両方によるばく露が想定される物質
については、 防じん及び防毒の両方の機能を有する呼吸用保護具を労働
者に使用させること。

　

防毒の機能を有する呼吸用保護具は化学物質の種類に応じて、十分な
除毒能力を有する吸収缶を備えた防毒マスク、 防毒機能を有する電動フ
ァン付き呼吸用保護具又は別表第３－４に規定する呼吸用保護具を労働
者に使用させなければならないこと。

（５）

（６）

（７）

（８）

７ー４ 呼吸用保護具の装着の確認

　

事業者は、次に掲げるところにより、 呼吸用保護具の適切な装着を１年
に１回、 定期に確認すること。
（１）

　

呼吸用保護具（面体を有するものに限る。） を使用する労働者について、

　

日本産業規格Ｔ８１５０（呼吸用保護具の選択、使用及び保守管理方法） に定

　

める方法又はこれと同等の方法により当該労働者の顔面と当該呼吸用保

　

護具の面体との密着の程度を示す係数 （以下 「フィットファクタ」 とい

　

う。） を求め、 当該フィットファクタが要求フィットファクタを上回って

　

いることを確認する方法とすること。
（２）

　

フィットファクタは、 次の式により計算するものとする。
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Ｆ Ｆ ＝ Ｃ側ｔ／ Ｃｉ。

　　　

（この式においてＦＦ、 Ｃ側ｔ及びＣｉ。は、 それぞれ次の値
を表すもの

　　　

と す る。

　　　

Ｆ Ｆ

　

フイ ツ トフアク タ

　　　

Ｃ皿ｔ

　

呼吸用保護具の外側の測定対象物の濃度

　　　

Ｃ節

　

呼吸用保護具の内側の測定対象物の濃度）

（３） （１）の要求フィットファクタは、 呼吸用保護具の種類に応じ、 次に掲げ

　

る値とする。

　　　

全面形面体を有する呼吸用保護具

　

５００

　　　

半面形面体を有する呼吸用保護具 １００
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別表１

　

物の種類別の試料採取方法及び分析方法

物の種類 試料採取方法 分析方法
アクリノレ酸 固体捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析

方法
アクリル酸エチル 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
アクリル酸２－エチルヘキシ 固体捕集方法※１ ガスクロマトグラフ分析方法
化
アクリル酸ノルマループチル 固体捕集方法※１ ガスクロマトグラフ分析方法
アクリル酸２－ヒ ドロ キシプ 固体捕集方法※１ ガスクロマトグラフ分析方法
ロ ヒｏノレ

アクリル酸メチル 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
アクロレイ ン 固体捕集方法※１ 高速液体クロマトグラフ分析

方法
アジ化水素 固体捕集方法※１ イオンクロマトグラフ分析方

法
アジ化ナトリウム 固体捕集方法 イオンクロマトグラフ分析方

法
アセチルサリチル酸（別名アス
ピリン）

ろ過捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
方法

アセ トアノレデヒ ド 固体捕集方法※ｌ 高速液体クロマトグラフ分析
方法

アセ トニトリノレ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
アセ トフエノン 固体捕隼方法 ガスクロマトグラフ分析方法
アセトンシアノヒドリン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
アゾジカノレボンアミド る渦補集方法 高速液体クロマトグラフ分析

方法
アニリン ろ過捕集方法※２ ガスクロマトグラフ分析方法
２ ー ア ミノ エタノ ーノレ ろ過捕集方法※２ 高速液体クロマトグラフ分析

方法
４ － ア ミ ノ ー ６ーター シヤリ る渦捕集方操持び固

体論集方法
ガスクロマトグラフ分析方法

－プチルー３－メチルチオー
１，２，４－トリアジン－５（４

Ｈ）－オン（別名メトリブジン）
３－ア ミノ ー ＩＨ － １， ２， ４

－トリアゾール（別名アミトロ
ール）

液体捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
方法

２ － ア ミ ノ ー ２－メ チル－１

－プロパノール
固体捕集方法※ｌ 高速液体クロマトグラフ分析

方法
アリノレアノレコ ー ル 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
１－アリルオキシー２， ３－エ
ポキシプロパン

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ア リノレー ノノレマノレー プ ロ ピノレ

ジスノレフイ ド
固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

１８



３－（アルファーアセトニルベ

ンジル） －４－ヒ ドロキシクマ

リン （別名ワルファリン）

ろ過捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析

方法

アルファーピネン 間１讐幅〆護 法 ガスクロマトグラフ分析方法

アルファーメチルスチレン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

イソオクタノーノレ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析力法

３－インシアナトメチルー ３，
５， ５－トリメチルシクロヘ

キ

シルニインシアネート

ろ過捕集方法※２ 高速液体クロマトグラフ分析

方法

インシアン酸メチル 固体捕集方法※ｌ 高速液体クロマトグラフ分析

方法
インプレン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

４， ４
’ －イ ンプロピリデンジ ろ過捕集方法 高涼液体クロマトグラフ分析

フェノール （別名ビスフェノー 方法
ルＡ）

Ｎ － イ ソ フ
ｏロ ピノレア ミ ノ ホ ス ろ過捕集方法及ひ ガスクロマトグラフ分析方法

ホン酸○－エチル－○－（３－ 体捕集方法
メチル－４－メチルチオフェ
ニル） （別名フェナミホス） ※３

インプロピノレアミン 固体捕集方法※ｌ 高速液体クロマトグラフ分析

方法

インプロピルエーテル 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

Ｎ－インプロピル－Ｎ’ －フェ

ニノレーハフーフェニ レンジア

ミン

ろ過捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析

方法

インホロン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

一酸化二窒素 直接捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法※

４

イ プシロンーカ プロラクタム※

３

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法

エチリデンノルボルネン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

エチルアミン 固体捕集方法※ｌ 高速液体クロマトグラフ分析
方法

エチルーセカンダリーペンチ

ルケトン

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

エ チソレーノ・フ ー ニ ト ロ フ ェ ニ

ルチオノベンゼンホスホネイ
ト （別名ＥＰＮ）※３

ろ過捕集方法及し・園
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析力法

○－エチル－Ｓ－フェニル＝ ろ過捕集方法及び固 ガスクロマトグラフ分析力法

エチルホスホノチオロチオナ 体捕集方法
ート （別名ホノホス）※３

２－エチルヘキサン酸 固体捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析

方法

Ｎ－エチノレモルホリン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析力泳

トニルベ

　

ろ過捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
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エチレングリコーノレ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
エチレングリコールモノプチ
ルエーテルアセタート

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

エチ レングリコーノレモノメ チ

ノレエーテノレアセテート
固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

エチレンクロロヒ ドリン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
エチレンジアミン 固体捕集方法※１ 高速液体クロマトグラフ分析

方法
１－エ トキ シー２－プロパノ ろ過捕集方法及び固 ガスクロマトグラフ分析方法
」－ノレ※３ 体滴朱方法
３－エトキシプロパン酸エチ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
ノレ

エビクロロヒ ドリン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
１， ２－エポキシ－３－イ ソプ 固体涌集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
ロポキシプロパン
２， ３－エポキシ－１－プロパ
ノ ーノレ※５

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

２， ３－エポキシプロピル＝フ

エニノレエーテノレ
固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

塩化商船 ろ過捕隼方法 原子吸光分光分析方法
塩化アリル 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
塩化シアン 固体捕集方法※ｌ ガスクロマトグラフ分析方法
塩化ペンジル※５ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
塩化ホスホリル 液体捕集方法 イ オンクロマトグラフ分析方

法
熔素化カンフェン（別名トキサ ろ過捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
フエン）

１， ２， ４，

　

５， ６， ７， ８，
８ － オク タ ク ロ ロ ー ２， ３， ３

ａ， ４， ７， ７ ａ－ヘキサヒド
ロ ー ４， ７－メ タノ ーＩＨ－イ

ンデン （別名クロルデン）※３

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法※
４

オゾン ろ過捕集方法※２ イオンクロマトグラフ分析方
法

オノレトーアニシジン 固体捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
方法

オルトーセカンダリーブチル
フエノ ーノレ

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

過酢酸 液体捕集方法※ｌ ガスクロマトグラフ分析方法
過酸化水素 ろ過捕集方法※２ 吸光光度分析方法
カーボンブラック 分粒装置※６を用いる

ろ過捕集方法
重量分析方法

き 酸※３ ろ過捕集方法及び固 イオンクロマトグラフ分析方
体南条方法 法

エチレングリコール

　　　　　　

固体捕集方法

　　　　　

ガスクロマ トグラフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０



ぎ酸エチル 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ぎ酸メチル 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

キシリジン ろ過捕集方法※２ ガスクロマトグラフ分析方法

クメン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

グルタルアルデセ ド 固体捕集方法※ｌ 高速液体クロマトグラフ分析
方法

クロム ろ過捕集方法 原子吸光分析方法又は誘導結
合プラズマ発光分光分析方法

クロロアセ トアノレデヒ ド 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法※
４

クロロエタン （別名塩化エチ

ル）
固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

２ － ク ロ ロ ー４－エチルアミ

ノ ー ６－イ ンプロ ピルアミノ

ー１， ３， ５－トリアジン （別

名アトラジン）

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法※
４

クロロ酢酸 固体捕集方法 イオンクロヤトグラフ分析方

法
１－クロロー１， １－ジフルオ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ロエタ ン （別名ＨＣＦＣ－１４２

ｂ）
クロロジフルオロメタン（別名

Ｈ Ｃ Ｆ Ｃ － ２２）
固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

２ －ク ロ ロ ー １， １， ２ － トリ

フルオロエチルジフルオロメ
チルエーテル（別名エンフルラ
ン）

固体捕集方法※１ ガスクロマトグラフ分析方法

クロロピクリン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

２ －ク ロ ロ ー １， ３ － ブタ ジエ

ン
固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

クロロメタン （別名塩化メチ 直接捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ル）

酢酸 固体捕集方法 イオンクロマトグラフ分析方

法
酢酸１－エトキシー２－プロ 固体絹墓友塗 ガスクロマトグラフ分析方法

ヒｏノレ

酢酸ビニル 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

酢酸ブチル（酢酸－セカンダリ
ーブチル及び酢酸ターシヤリ
ーブチルに限る。）

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

酢酸ペンジル 固体捕集方法※ｌ ガスクロマトグラフ分析方法

酢酸１－メ トキシー２－プロ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ヒｏノレ

三塩化りん 液体捕集方法 吸光光度分析方法

ロマ

２１



酸化亜鉛 分粒装置※６を用いる

ろ過捕集方法
エックス線回折分析方法

酸化カルシウム ろ過捕集方法 原子吸光分光分析方法
酸化メシチル 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
ジアセトンアノレゴーノレ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
２－シアノアクリル酸メチル 固体捕集方法※１ 高速液体クロマトグラフ分析

方法
シアン化商斜 （江） る橋補隼方法 原子吸光分光分析方法
ジイソブチノレケトン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
ジエタノーノレアミン ろ過捕集方法※２ 高速液体クロマトグラフ分析

方法
２－ （ジエチルアミノ） エタノ
ーノレ

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ジエチルアミン 固体捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
方法

ジエチルケトン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
ジエチルーハフーニトロフェ
ニルチオホスフェイト （別名
パラチオン）

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法

ジエチレングリコール※３ ろ過捕集方法及び ガスクロマトグラフ分析方法
体捕集方法

ジエチレングリコールモノプ
チルエーテル※３

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法

シクロヘキサン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
シクロヘキシノレアミン ろ過捕集方法※２ イオンクロマトグラフ分析方

法
シクロヘキセン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
ジクロロエタン （１， １－ジク

ロロエタンに限る。）
固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ジクロロエチレン （１， １－ソ
クロロエチレンに限る。）

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ジクロロ酢酸 ろ過捕集方法※２ 高速液体クロマトグラフ分析

方法
ジクロロジフルオロメタン（別
名ＣＦＣ－１２）

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ジクロロテ トラフノレオロエタ

ン （別名ＣＦＣ－１１４）
固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

２， ４－ジクロロフェノキシ酢

酸
ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

高速液体クロマトグラフ分析
方法

ジクロロフルオロメタン（別名
ＨＣＦＣ－２１）

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

１， ３－ジクロロプロペン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
ジクロロベンゼン （パラージク

ロロベンゼンに限る。）
固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

２２



ジクロロベンゼン （メタージク 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ロロベンゼンに限る

　

）

ジシアン 固体補隼方法※ｌ ガスクロマトグラフ分析方法

ジシクロペンタジエン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

２， ６－ジーターシヤリープチ

ルー４－クレゾール
ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法

ジチオリん酸○－エチル－○ ろ過捕集方法及び ガスクロマトグラフ分析方法

－ （４－メチルチオフェニル） 体捕集方法
－Ｓ－ノルマループロピル（別

名スルプロホス） ※３

ジチオリん酸○， ０‐‐ジエチ ろ過捕集方法及び ガスクロマトグラフ分析方法

－Ｓ－エチルチオメチル（弥一名 体捕集方法
ホ レー ト） ※３

ジチオリん酸○，０－ジエチル ろ過捕集方法及び固 ガスクロマトグラフ分析方法
－Ｓ－ （ターシャリーブチルチ 体捕集方法
オメチル）（別名テルブホス）※
３

ジチオリん酸○，０－ジメチル
ー Ｓ － ［（４ － オ キ ソー １， ２，
３－ペンゾトリアジン－３ （４

Ｈ）－イル）メチル］ （別名ア
ジンホスメチル）

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法

２－（ジーノルマループチルア 固体浦集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ミノ） エタノーノレ

ジフ ェ ニノレア ミ ン※３ ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法

ジフエニルエーテル 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ジボラン 液体捕集方法 誘導結合プラズマ発光分光分
析方法

Ｎ‐， Ｎ－ジメチルアセ トアミ ド 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

Ｎ， Ｎ－ジメチルアニリン 固体捕集方法※１ ガスクロマトグラフ分析方法

ジメチノレアミン 固体捕集方法※１ 高速液体クロマトグラフ分析
方法

ジメ チルーハフーニ トロフェ ろ過捕集方法及び固 ガスクロマトグラフ分析方法
ニルチオホスフェイト 御ｊ名メ 体捕集方法
チルパラチオン）※３

臭化エチル 固イ｛ｒｒ隼方法 ガスクロマトグラフ分析方モ￥

臭化水素 ろ過捕集方法※２ イオンクロマトグラフ分析方

法

臭素 ろ過捕集方法※２ イオンクロマトグラフ分析方

法
硝酸亜鉛（江）及びその六水和 ろ過捕集方法 誘導結合プラズマ質量分析方
物 迄
しよう脳 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法しよう脳

　　　　　　　　　　　

固体捕集方法

　　　　　

ガスクロマ トグラフ分析方法
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シラン 固体捕集方法※１ グラファイ トファ←ネス原子
吸光分析法

水酸化カリウム ろ過涌隼方法 原子吸光分光分析方法
水酸化カルシウム ろ過捕集方法 原子吸光分光分析方法
水酸化ナトリウム ろ過捕集方法 原子吸光分光分析方法
すず及びその化合物（ジブチル
スズ＝オキシドに限る。）

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

原子吸光分光分析方法

すず及びその化合物（ジブチル
スズニジクロリ ドに限る。）

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法

すず及びその化合物（ジブチル
スズ＝ジラウラート及びジブ
チルス ズ＝マ レアー トに限
る。）

ろ過捕集方法 原子吸光分光分析方法

すず及びその化合物（ジブチル
スズビス（インオクチル＝チオ
グリコレート） に限る。）

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

高速液体クロマトグラフ分析
方法及び原子吸光分光分析方
法

すず及びその化合物（テトラプ
チルスズに限る。）

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

高速液体クロマトグラフ分析
方法及び原子吸光分光分析方
法

すず及びその化合物（トリフェ
ニルスズ＝クロリ ドに限る。）

ろ過捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
方法及び誘導結合プラズマ発
光分光分析方法

すず及びその化合物（トリプチ
ルスズニクロリ ドに限る。）

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

高速液体クロマトグラフ分析
方法及び原子吸光分光分析方
法

すず及びその化合物（トリプチ
ルスズニフルオリ ドに限る。）

ろ過捕集方法 原子吸光分析方法

すず及びその化合物（プチルト
リクロロスズに限る。）

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法

ストリキニーネ る渦捕隼方法 高速液体クロマトグラフ分析
方法

セレン ろ過捕集方法 誘導結合プラズマ発光分光分
析方法

ターシヤリープチルアミン 固体捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析

方法
ター シヤリ ーブチル＝ヒ ドロ 固休祐隼方法 ガスクロマトグラフ分析方法
ベルオキシド
４－ターシャリーブチル 固体捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
ノ－－ノレ 方法
タリウム ろ過捕集方法 誘導結合プラズマ質量分析方

法
炭化けい素（炭化けい素ウィス ろ過捕集方法 位相差顕微鏡
カーに限る。）

２４



タングステン る渦浦集方法 誘導結合プラズマ質量分析方
法

　　　　　　　　

、

チオリん酸○，０－ジエチル－

○－ （２－イ ンプロ ピル－６ー

メ チル－４－ ピリミ ジニル）

（Ｂ－」名ダイアジノン）
チオリん酸○，０－ジエチル－

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

液体クロマトグラフ質量分析

方法

ろ過捕集方法及び ガスクロマトグラフ分析方法
Ｏ － （３， ５， ６ － トリ ク ロ ロ 体捕集方法
－２－ピリジル）（別名クロル
ピリホス） ※３

チオリん酸○，０－ジメチルー ろ過捕集方法及び ガスクロマトグラフ分析方法※

Ｏ － （２， ４， ５ － トリク ロ ロ 体捕集方法 Ａ

ガスクロマトグラフ分析方法※
フ エニソレ） （別名ロンネル） ※３

チオリん酸○、０－ジメチルー ろコ凪捻佳方法形び固
体捕集方法○－ （３－メチル－４－メチル ４

チオフェニル）（別名フェンチ
オン） ※３

鉄水溶性歯（硫酸鉄（江）七水 ろ過捕集方法

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法
固体捕集方法

固体捕集方法

誘導…吉合プラズマ発光分光分
和物に限る．｝

テトラエチルチウラムジスル

フイド（別名ジスルフイラム）

テ トラエチノレピロホスフェイ

ト（別名ＴＥＰＰ）
テ トラクロロ ジフノレオロエタ

ン （別名ＣＦＣ－１１２）

析方法
高速液体クロマトグラフ分析
方法
ガスクロマトグラフ分析方法

ガスクロマトグラフ分析方法

１， ２， ３， ４－テ トラヒ ドロ 体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法※

ナフタレン 生

１， １， ２， ２ －テ トラ ブロ モ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法※

エタン

テトラメチノレチウラムジスル

フイド（別名チウラム）
テノレノレ

４

ウラムジスル
アラム）

ろ過捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
方法

ろ過捕集方法 誘導結合プラズマ発光分光分
析方法

銅及びその コ合物 （塩ィコ銅 ろ過捕集方法 誘導結合プラズマ発光分光分
（江）、塩化銅（□）－水酸イヒ銅 析方法
（Ｄ）（１／３）、 銅、１ｍ塩イ桜編

（江） 酸一アンモニウムー，７ｋ和
物、 四塩／し銅 （虹） 酸↑カリウ

ムニ水和物、 チオシアン酸銅

（鴎及び第化綱 紅“こ限る．）
銅及びその化合物（塩化銅（工） る濃端佳方法 誘導結合プラズマ発光分光分
に限る弐 析方法
銅及びその化合物（シアン化銅 ろ過捕集方法 原子吸光分光分析方法
虹）に限る）

２５



銅及びその化合物（炭酸銅（□） ろ過捕集方法 誘導結合プラズマ発光分光分
－水酸化銅（ロ）（１／１）に限 析方法
る。）

銅及びその化合物並びに弗素 ろ過補集方法 …導結合プラズマ発光分光分
及びその水溶性無機化合物（六
弗化けい酸銅 （□） に限る。）

銅掃ぴその化合物並びに挨素 ろ過捕集方法 誘導結合プラズマ発光分光分

及びその化合物 （沃化，銅 （１） 析方法
こ限る。）

　

、司及びその化合物（硫酸銅（江） ろ過捕集方法 誘導結合プラズマ発光分光分
び硫酸銅（江）下水和物に限 析方法
る。）

トリエタノールアミン ろ過捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

トリクロロエタン （１， １， ２

－トリクロロエタンに限る。）

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

トリクロロ酢酸 固体捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
方法

１， １， ２ － トリ ク ロ ロ ー１，
２， ２－トリフルオロエタン

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

１， １， １ － トリ ク ロ ロ ー ２，
２－ビス （４－メ トキシフェニ

ル） エタン（別名メトキシクロ

ル）

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法※
４

２， ４， ５ － トリ ク ロ ロ フエノ

キシ酢酸
ろ過捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析

方法
トリクロロフルオロメタン 偏り 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
名ＣＦＣ－１１）

１， ２， ３ － トリ ク ロ ロ プロ
パ

ン※５
固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

１， ２， ４－トリクロロベンゼ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法※

ン Ａ

１， ３， ５－トリクロロベンゼ 固体捕隼方法 ガスクロマトグラフ分析方法※

ン ４

Ｎ－ （トリクロロメチルチオ） ろ過捕集方法及び固 高速液体クロマ トグラフ分析
－ １， ２， ３， ６－テトラヒド 体捕集方法 方法
ロフタルイミド（別名キャプタ
ン） ※３

１， ３， ５ － トリス （２， ３ － ろ過捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
エポキシプロピル） －１， ３， 方法
５－トリアジン－２，４，６（１

Ｈ， ３Ｈ， ５Ｈ） －トリオン

トリニトロ トルエン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法※
４

トリプロモメタン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法トリプロモメタン

　　　　　　　

固体捕集方法

　　　　　

ガスクロマトグラフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２６



トリメチノレアミン 国体捕集方法※１ ガスクロマトグラフ分析力法

トリメチルベンゼン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

トルイジン（パラートルイジン ろ過捕集方法※２ ガスクロマトグラフ分析方法※

及び〆 タ ー トルイ ジンに限
４

る一
１－ナフチルーＮーメチルカ

ルバメート （別名カルバリル）
※３

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

高速液体クロマトグラフ分析

方法

ニコチン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

二酸化窒素 固体捕集方法※１ イオンクロマトグラフ分析方

法
二 ツ ケノレ ろ過捕集方法 誘導結合プラズマ発光分光分

析方法
ニトリロ：酢酸 ろ過捕隼方法 ガスクロマトグラフ分析方法※

＆

ニトロエタン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ニトログリセリン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法※

４

ニトロプロパン （１－ニトロプ

口パンに限る。）

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析力法

ニトロプロパン （２－ニトロプ 固体論集方法 ガスクロマトグラフ分析力法

ロパンに限る。）
※５

ニトロベンゼン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析力法

ニトロメタン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

乳酸ノルマループチル 固体捕隼方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ノナン（ノルマルーノナンに限

る。）

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ノルマループチルエチルケト

ン

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ノルマループチルー２，３－エ 体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析力泳

ポキシプロ ピノレエーテノレ※５

Ｎ－ ［１－ （Ｎーノルマループ

チルカルバモイル）－ＩＨ－２

－ペンゾイミダゾリル］カルバ

ミン酸メチル

　

鯛一名ベノミル）

ろ過捕集方法及び圃
体捕集方法

高速液体クロマトグラフ分析

方法

パラーアニシジン 固体捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
方法

ハフーターシャリープチルト

ルエン
固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ハフーニ トロアニリン ろ過捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析

方法
トキシフェノーノレ 固体補隼方法 ガスクロマトグラフ分析方法

バリウム ろ過捕集方法 誘導結合プラズマ発光分光分

析方法

トリメチルアミン

　　　　　　　　

国体捕集方法※１ ガスクロマトグラフ分析力法

トリメチルベンゼン

　　　　　　

固体捕集方法

　　　　　

ガスクロマトグラフ分析方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２７



ビス （２－クロロエチル） エー 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
テノレ

ビス （ジチオリん酸） Ｓ， Ｓ
’ ろ過捕集方法及び固 ガスクロマトグラ・フ分析方法

ーメ チ レン－ ○， ０， ０
’
， ０
’ 体捕集方法

－テトラエチル （別名エチオ
ン） ※３

酸素及びその化合物（アルシン
に限る。）

※５
固体捕集方法 原子吸光分析方法

ヒドラジン及びその一水和物 ろ過捕集方法※２ 高速液体クロマトグラフ分析
方法

ヒ ドロキノ ン ろ過捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
方法

ビニルトノレエン 固体捕集方法※１ ガスクロマトグラフ分析方法
Ｎ － ビニノレー ２ － ピロリ ドン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
ビフエニソレ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
ピリジン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
ピレトラム※３ ろ過捕集方法及び ガスクロマトグラフ分析方法※

体捕隼方法 ４

１－ （Ｎーフェニルアミノ）

ナフタレン
る渦捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析

方法
フェニルオキシラン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
フェニルヒ ドラジン※５ 液体捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析

方法
２－ フエ ニノレフエノ ーノレ ろ過捕集方法及び固 高速液体クロマトグラフ分析

体捕チき方法 方法
フェニレンジアミン （オルトー

フェニレンジアミンに限る。）
※５

ろ過捕集方法※２ 高速液体クロマトグラフ分析
方法

フェニレンジアミン（パラーフ

ェニレンジアミン及びメター
フェニレンジアミンに限る。）

ろ過捕集方法※２ 高速液体クロマトグラフ分析
方法

２－ フ ェノ キ シエ タノ ーノレ※３ ろ過捕集方法及び固 ガスクロマトグラフ分析方法※
体捕集方法 ４

フェノチアジン ろ過捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
方法

ブタノール （ターシヤリーブタ

ノールに限る。）
固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

フタル酸ジエチル※３ ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法

フタル酸ジーノルマループチ
ノレ

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法

フタル酸ジメチル※３ る渦捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法

ビス

　

２ －ク ロ ロ エラ ル） エ ー

　

古

　　　　　　　　　　　

ス

２８
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フタル酸ノルマループチルニ ろ過捕集方法及び固 ガスクロマトグラフ分析方法※

体捕集方法 ４ペンジル※３

フタル酸ビス（２－エチルヘキ

シル） （別名ＤＥＨＰ）
ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法

２， ３－ブタンジオン 御Ｊ名ジ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

アセチル）

ブタン（ノルマルーブタンに限 体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

る。）

プチルベンゼン（ノルマル ブ 体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

チルベンゼンに限る）
弗化スルフリル 固体捕集方法 イオンクロマトグラフ分析方

迄
弗素及びその水溶性無機化合
物（弗化亜鉛Ｌ弗化カリウム及
び六弗化けい酸商船（□）に限
る。）

ろ過捕集方法 イオンクロマトグラフ分析方

法

２－ブテナール 固体捕集方法※１ 高速液体クロマトグラフ分析
方法

フノレフラ ーノレ 固体捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
方法又はガスクロマトグラフ

分析方法※７

フルフリルアノレコール 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

プロパン 固体涌集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

プロピオンアルデヒド 固体捕集方法※ｌ 高速液体クロマトグラフ分析

方法
プロピオン酸 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

プロピルアルコール（ノルマル 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

－プロピルアルコールに限
る）
プロ ピレングリコー ルモノメ

チノレエーテノレ

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

２－プロピン－１－オール 体捕集方法※１ ガスクロマトグラフ分析方法※
４

プロモエチレン※５ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

２ － プロ モ ー ２－ク ロ ロ ー １， 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

１， １ － トリ フ ル
オ ロ エ タ ン

（別名ハロタン）

プロモクロロメタン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

プロモトリフルオロメタン 固体南条方法 ガスクロマトグラフ分析方法

１－プロモプロノ ン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

２－プロモプロパン※５ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ヘキサクロロエタン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

２９
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１， ２， ３， ４， １ ０， １０－

ヘキサクロロー６， ７－エポキ
・シ ← １， ４， ４ ａ， ５， ６， ７，
８， ８ ａ －オクタヒ ドローエン

ド－ １， ４ －エ ン ド－ ５， ８ －

ジメタノナフタレン 栃－」名エン
ドリン）

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法※
４

ヘキサクロロシクロペンタジ 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法※

ェン Ａ

ヘ キサクロロヘ キサヒ ドロメ ろ過捕集方法及び固 ガスクロマトグラフ分析方法※
タノベンゾジオキサチエピン 体捕集方法 Ａ

オキサイ ド （別名ペンゾエピ
ン） ※３

ヘ キ サヒ ドロ ー １， ３， ５ － ト ろ過捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
リ ニ トロ ー １， ３， ５ － トリ ア 方法
ジン（別名シクロナイト）
ヘキサメチレン＝ジイソシア
ネート

ろ過捕集方法※２ 高速液体クロマトグラフ分析
方法

ヘキサン（２－メチルペンタン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
に限る。）

へブタン（ノルマルーヘブタン
に限る。）

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ペンジルアルコーノレ る濃端偉方燐及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法

１， ２， ４－ベンゼントリカル

ボン酸１， ２－無水物
ろ過捕集方法※２ 高速液体クロマトグラフ分析

方法
ペンタクロロエタン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法※

全

１－ペンタナール 固体捕集方法※１ ガスクロマトグラフ分析方法
１－ペンタノーノレ 固体涌集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
ペンタン（ノルマルーペンタン

及び２－メ チルブタ ンに限
る。）

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ほう酸及びそのナトリウム塩
（四ほう酸ナトリウム十水和
物 （別名ホウ砂） に限る。）

ろ過捕集方法 誘導結合プラズマ発光分光分
析方法

ホノレムアミ ド 固体滴集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
無水酢酸 ろ過捕集方法※２ ガスクロマトグラフ分析方法
無水マレイン酸 ろ過捕集方法※２ 高速液体クロマトグラフ分析

方法
メタクリル酸 固体捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析

方法
メタクリル酸２， ３－エポキシ
プロ ピノレ※５

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

１， ２， ３， ４， １０， １０一

　

ろ過捕集方法及び固

　　

ガスクロマ トグラフ分析方法※

３０



メタクリル酸メチル 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

メタクリロニトリル 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

メチラール 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

Ｎ－メチルアニリン 液体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

メチノレアミン 固体捕集方法※ｌ 高速液体クロマトグラフ分析
方法

Ｎ－メチルカルバミン酸２－

インプロピルオキシフェニル

（別名プロポキスル）※３

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

高速液体クロマトグラフ分析
方法

Ｎ－メチルカルバミン酸２， ３ ろ過捕集方法及び固 高速液体クロマトグラフ分析
－ジヒ ドロー２， ２－ジメチル 体捕集方法 方法
－７一ベンゾ［ｂ］フラニル（別

名力ルポフラン） ※３

メチルシクロヘキサン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

メチルーターシャリープチル

エーテル

　

御Ｊ名ＭＴＢＥ）
固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

メチルナフタレン 固体捕隻方法 ガスクロマトグラフ分析方法※
４

メチルーノルマルーペンチル 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ケトン

Ｎ－〆ランレー２－ピロリ ドン 固体捕隼方法 ガスクロマトグラフ分析方法

２－メチル－２ーブタノール 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

２－メチルブタン－１－オー 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

ノレ

メチルプロピルケトン 固体禰集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

５－メチノレー２－ヘキサノン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

２－メチル－２， ４－ペンタン

ジオール
固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法

Ｓ－メチル－Ｎ－（メチルカル
バモイルオキシ）チオアセチミ

デート （別名メソミル）※３

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

高速液体クロマトグラフ分析
方法

４， ４
’ －メチレンジアニリン ろ過捕集方法※２ 高速液体クロマトグラフ分析

方法
１， １
’ －メチレンビス （イン ろ過捕集方法※２ 高速液体クロマトグラフ分析

シアナトベンゼン）（メチレン 方法
ビス（４， １－フェニレン）：ジ

インシアネートに限る一

メチレンビス （４， １－シクロ

ヘキシレン）＝ジイソシアネー

ト

ろ過捕集方法※２ 高速液体クロマトグラフ分析
方法

１－ （２－メ トキシー２－メチ

ルエトキシ） －２－プロパノー

ノレ

固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
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１－メ トキシー２－ （２－メ ト 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法
キシエトキシ） エタン

モリブデン及びその化合物（三 ろ過捕集方法 誘導結合プラズマ発光分光分
酸化モリブデン、モリブデン酸 析方法
アンモニウム、モリブデン酸ナ
トリウム及びリンモリブデン
酸に限る。）
沃素 固体捕集方法※１ イオンクロマトグラフ分析方

法
ガスクロマトグラフ命を行方・芸
ガスクロマトグラフ分析方：芸

ｄ－リモネン 固体補填１方法 去
芸硫化ジメチノレ 固体捕 方法 ガスクロマトグラフ分析方：

硫酸商船並びにその一水和物 ろ過捕 誘導芳吉合プラズマ発光分う ‘
及び七７ｋ和物 折方≠長
りん化水素 固体捕集方法※１

ろ過捕集方法
吸光光度分析方法
イオンクロマトグラフ分析方

法
りん酸

りん酸亜鉛 ろ過佑佳方法 誘導結合プラズマ発光分光分
析方法

りん酸ジメチルニ （Ｅ） －１ ろ過捕集方法及び固 ガスクロマトグラフ分析方法
（Ｎ－メチルカルバモイル）－ 体捕集方法
１－プロペン－２－イル （別名

モノクロトホス） ※３

りん酸ジメチルニ１－メ トキ
シカノレボニノレー１－ プロペ ン

－２－イル （別名メビンホス）

ろ過捕集方法及び固
体捕集方法

ガスクロマトグラフ分析方法

りん酸トリトリノレ（りん酸トリ
（オルトートリル） に限る。）

ろ過捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
方法

りん酸トリーノルマループチ ろ過捕集方法及び固 ガスクロマトグラフ分析方法
ノレ※３ 体捕集方法
レソノレ、シノ ーノレ ろ過捕集方法及び固

体捕集方法
高速液体クロマトグラフ分析
方法

六塩化ブタジエン 固体捕集方法 ガスクロマトグラフ分析方法※
４

ロテノ ン ろ過捕集方法 高速液体クロマトグラフ分析
方法

備考

１

　

※１の付されている物質の試料採取方法については、捕集剤又は捕集液との化学反応

　

により測定しようとする物質を採取する方法であること。
２

　

※２の付されている物質の試料採取方法については、 ろ過材に含浸させた化学物質と

　

の反応により測定しようとする物質を採取する方法であること。
３

　

※３が付されている物質については、 蒸気と粒子の両方を捕集すべき物質であり、 当

該物質の試料採取方法におけるろ過捕集方法は粒子を捕集するための方法、固体捕集方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３２



法は蒸気を捕集するための方法に該当するものであること。
４

　

※４の付されている物質の分析方法に用いられる機器は、電子捕獲型検出器（ＥＣＤ）

又は質量分析器を有するガスクロマトグラフであること。

５

　

※５の付されている物質については、 発がん性が明確で、 長期的な健康影響が生じな

い安全な閥値としての濃度基準値を設定できない物質。
６

　

※６の付されている分粒装置は、 作業環境測定基準（昭和５１年労働省告示第４６号）

第２条第２項に規定する分粒装置をいうこと。
７

　

※７の付されている物質の試料採取方法については、 分析方法がガスクロマトグラフ

分析方法の場合にあっては、捕集剤との化学反応により測定しようとする物質を採取する

方法であること。

３３



別表２

　

物の種類別濃度基準値一覧 （発がん性が明確であるため、長期的な健康影響が生

じない安全な閥値としての濃度基準値を設定できない物質を含む。）

物の種類
八時間

濃度基準値

短時間

濃度基準値
アクリル酸 ２

　

ｐｐｍ

アクリル酸エチル ２

　

ｐｐｍ

アクリル酸２－エチルヘキシル ２

　

ｐｐｍ

アクリル酸ノルマループチル ２

　

ｐｐｍ

アクリル酸２－ヒ ドロキシプロピル ０．５

　

ＰＰｍ

アクリノ扉睦メチノレ ２

　

ｐｐｍ

アクロ レイ ン ０．ｌ

　

ｐｐｍ
※１

アジ化水素 ｏ．ｌ

　

ｐｐｍ

アジ化ナトリウム ０．２

　

ｍｏ／ｍ
９

　

ー

アセチルサリチル酸 （惣一名アスピリン） ５

　

ｍｇ／司

　

ー

アセ トアノレデヒ ド １ｏ

　

ｐｐｍ

アセ トニ トリル １ｏ

　

ｐｐｍ

アセ トフエノ ン ４

　

ｐｐｍ

アセトンシアノヒドリン ５

　

ｐｐｍ

アゾジカノレボンアミド ０．０２ ｍｇ／

アニリン ２

　

ｐｐｍ

２－ ア ミノ エ タノ ーノレ ２０ｍｇ／ボ

４－アミノー６－ターシャリープチルー３－ ｌ

　

ｍｇ／

メチルチオー１， ２， ４－トリアジン－５（４

Ｈ） －オン（別名メトリブジン）

３－ ア ミノ ーＩＨ － １， ２， ４ － トリ ア ゾー ル

（別名アミトロール）
０．２ｍｇ／司

２－アミノー２ーメチル－１－プロパノール ｌ

　

ｐｐｍ

アリノレアルコール ０．５

　

ＰＰｍ

１－アリルオキシー ２， ３－エポキシプロパ

ン

ｌ

　

ｐｐｍ

アリルーノノレマループロピルジスノレフイ ド ｌ

　

ｐｐｍ

３－（アルファーアセ トニルベンジル）－４－

ヒドロキシクマリン （別名ワルファリン）
０．０ｌｍｇ／－

アルファーピネン ５

　

ｐｐｍ ー

アルファーメチルスチレン １ｏ

　

ｐｐｍ ー

インオクタノール ５０

　

ｐｐｍ

３４



３－イ ンシアナトメチルー３， ５， ５ － トリメ

チルシクロヘキシルニインシアネート
０．００５

　

ｐｐｍ

インシアン酸メチル ｏ．０２

　

ＰＰｍ ０．０４

　

ＰＰｍ

インプレン ３

　

ｐｐｍ

４， ４
’－イ ンプロピリデンジフェノール （別 ２

　

ｍｇ／Ｉｄ

名ビスフェノールＡ）

Ｎ－インプロピルアミノホスホン酸○－エチ ０．０５ｍｇ／ボ

ルー０－ （３－メチル－４－メチルチオフェ

ニル）（別名フェナミホス）

イ ンプロピノレアミン ２

　

ｐｐｍ

イ ンプロ ピノレエーテノレ ２５０

　

ＰＰｍ ５００

　

ＰＰｍ

Ｎーインプロピル－Ｎ’ －フェニノレーハフー １ｏｍｇ／出

フェニレンジアミン

インホロン ５

　

ｐｐｍ

一酸化二窒素 １０Ｏ

　

ＰＰｍ

イプシロンーカプロラクタム ５

　

ｍｇ／Ｉｄ

エチリデンノルボルネン ２

　

ｐｐｍ ４

　

ｐｐｍ

エチルアミン ５

　

ｐｐｍ

エチルーセカンダリーペンチルケトン １ｏ

　

ｐｐｍ

エチルーハフーニトロフェニルチオノベンゼ

ンホスホネイト （男－」名ＥＰＮ）
０．ｌｍｇ／ボ

０－エチノレーＳ－フェニル＝エチノレホスホノ ０．ｌ ｍｇ／Ｉｄ

チオロチオナート 鋸１一名ホノホス）

２－エチルヘキサン酸 ５

　

ｍｇ／ボ

Ｎ－エチルモルホリン ３

　

ｐｐｍ

エチレングリコール １ｏ

　

ｐｐｍ ５０

　

ｐｐｍ

エチレングリコールモノプチルエーテルアセ

タート
２０

　

ｐｐｍ

エチレングリコールモノメチルエーテルアセ

テート
ｌ

　

ｐｐｍ

エチレンクロロヒ ドリン ２

　

ｐｐｍ

エチレンジアミン １ｏ

　

ｐｐｍ

１－エトキシー２－プロパノール ６０

　

ｐｐｍ

３－エトキシプロパン酸エチル １０Ｏ

　

ＰＰ１ｎ

エビクロロヒ ドリン ｏ．５

　

ＰＰｍ

１， ２ーエポキシ－３－インプロポキシプロ ｌ

　

ｐｐｍ１， ２ーエポキシ－３－イ ン プ ロ ポ キ シ プロ

　

ｌ

　

ｐｐｍ
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ノ ン

２， ３－エポキシ－１－プロパノール
※２

２， ３－エポキシプロピル＝フェニルエーテ

ノレ
０．ｌ

　

ｐｐｍ

塩化亜鉛

　

「 ４

　

ｍｏ／ｍ
３※ｌ

塩化アリル ｌ

　

ｐｐｍ ー

塩化シアン ０．３

　

ＰＰｍ

塩化ペンジル※２

塩化ホスホリル ０，６ｍｇ／ボ

塩素化カンフェン （別名トキサフェン） ０．５ｍｇ／

１， ２， ４， ５， ６， ７， ８， ８ － オク タク ロ

ロ ー ２， ３， ３ ａ， ４， ７， ７ ａ－ヘキサヒド

ロー４，７－メタノーＩＨ－イ ンデン（別名ク

ロルデン）

０．５ｍｇ／ボ

オゾン ０．ｌ

　

ｐｐｍ

オルトーアニシジン ０．ｌ

　

ｐｐｍ

オルトーセカンダリーブチルフェノール ２０ ｍｇ／Ｉｄ

過酢酸 ０．５

　

ＰＰｍ

過酸化水素 ０．５

　

ＰＰｍ

カーボンブラック
レスピラブル粒子

として０．３ｍｇ／ボ

ぎ酸 ５

　

ｐｐｍ

ぎ酸エチル １０Ｏ

　

ＰＰｍ

ぎ酸メチル ５０

　

ｐｐｍ １０Ｏ

　

ＰＰｍ

キシリジン ０．５

　

ＰＰｍ

クメン １ｏ

　

ｐｐｍ

グルタルアルデヒド ０．０３

　

ｐｐｍ
※１

クロム ０．５ｍｇ／ボ

クロロアセ トアルデヒ ド ０．３

　

ｎｈｍ １

　

ｈｈｍ

クロロエタン

　

御」名塩化エチル） １０Ｏ

　

ＰＰｍ

＝

２－クロロー４－エチルアミノー６－イ ンプ

ロピルアミノー１， ３， ５－トリアジン 卵一名

アトラジン）

２

　

ｍｇ／ボ

クロロ酢酸 ０．５

　

ＰＰｍ

１－クロロー１，１－ジフルオロエタン（別名 １，００Ｏ

　

ＰＰｍ

ＨＣＦＣ－１４２ｂ）

３６



クロロジフルオロメタン

　

錫－」名 ＨＣＦＣ－２

２）
１，００Ｏ

　

ＰＰｍ

２ －ク ロロ ー １， １， ２ － トリ フ ル オロ エ チ ル

ジフルオロメチルエーテル （別名エンフルラ

ン）

２０

　

ｐｐｍ

クロロピクリ ン ０．ｌ

　

ｐｐｍ
※１

２－ク ロロ ー １、 ３－ブタジエン ｌ

　

ｐｐｍ

クロロメタン （別名塩化メチル） １ｏ

　

ｐｐｍ

酢酸 １５

　

ｐｐｍ

酢酸１－エトキシー２－プロピル ２０

　

ｐｐｍ

酢酸ビニル １ｏ

　

ｐｐｍ １５

　

ｐｐｍ

酢酸ブチル（酢酸－セカンダリーブチル及び

酢酸ターシャリーブチルに限る。）
２０

　

ｐｐｍ １５０

　

ＰＰｍ

酸ペンジル １ｏ

　

ｐｐｍ

酢酸１－メ トキシー２－プロピル ５０

　

ｐｐｍ

三塩化りん ０．２

　

ＰＰｍ ０．５

　

ＰＰｍ

酸化亜鉛
レスピラブル粒子

として０．ｌｍｇ／ボ

酸化カルシウム ０．２ ｍｇ／ｎｆ

酸化メシチル ２

　

ｐｐｍ

ジアセ トンアノレゴーノレ ２０

　

ｐｐｍ

２－シアノアクリル酸メチル ０．２

　

ＰＰｍ ｌ

　

ｐｐｍ

シアン化商船 （□） シアンとして １．５ シア ンと して

　

４．５

ｍｇ／ボ ｍｇ／ボ
※ｌ

ジイソブチルケトン １５

　

ｐｐｍ

ジエタノールアミン ｌ

　

ｍｇ／ボ

２－ （ジエチルアミノ） エタノール ２

　

ｐｐｍ

ジエチノレアミン ５

　

ｐｐｍ １５

　

ｐｐｍ

ジエチノレケトン ３００

　

ｐｐｍ

ジエチルーハフーニトロフェニルチオホスフ

ェイト（別名パラチオン）
０．０５ ｍｇ／Ｉｄ

ジエチレングリコール １ｏ

　

ｐｐｍ

ジエチレングリコールモノプチルエーテル ６０ｍｇ／

シクロヘキサン １０Ｏ

　

ＰＰｍ

シクロヘキシノレアミン ５

　

ｐｐｍ

シクロヘキセン ２０

　

ｐｐｍシクロヘキセン

３７



ジクロロエタン（１，１－ジクロロエタンに限

る。）
１０Ｏ

　

ＰＰｍ

ジクロロエチレン（１，１－ジクロロエチレン

に限る。）

５

　

ｐｐｍ

ジクロロ酢酸 ｏ．１５

　

ＰＰｍ

　

ー

ジクロロジフルオロメタ ン （別名 ＣＦＣ－１

２）
１，００Ｏ

　

ＰＰｍ

　

ー

ジクロロテ トラフルオロエタン （別名ＣＦＣ

－１１４）
１，００Ｏ

　

ＰＰｍ

２， ４－ジクロロフェノキシ酢酸 ２

　

ｍｇ／Ｉｄ

ジクロロフルオロメタン （別名 ＨＣＦＣ－２

１）
１ｏ

　

ｐｐｍ

１， ３－ジクロロプロペン ｌ

　

ｐｐｍ

ジクロロベンゼン （パラージクロロベンゼン

に限る。）

１ｏ

　

ｐｐｍ

ジクロロベンゼン （メタージクロロベンゼン ２

　

ｐｐｍ

に限る。）

・ジシアン ５

　

ｐｐｍ

ジシクロペンタジエン ０．５

　

ＰＰｍ

２， ６－ジーターシヤリープチルー４而クレ

ゾール

ｌｏｍｇ／ボ

ジチオリん酸○－エチル－○－ （４－メチル ０．ｌ ｍｇ／Ｉｄ

チオフェニル）－Ｓ－ノルマループロピル（別

名スルプロホス）

ジチオリん酸○， ０－ジエチル－Ｓ－エチル ０．０５ ｍｇ／Ｉｄ

チオメチル

　

鋸－」名ホレート）

ジチオリん酸○，０－ジエチル－Ｓ－（ターシ ０．０ｌ ｍｇ／

ヤリープチルチオメチル）（別名テルブホス）

ジチオリん酸○，０－ジメチルーＳ－［（４－

オキソー１， ２， ３－ペンゾトリアジン－３

（４Ｈ）－イル）メチル］ （別名アジンホスメ

チル）

ｌ

　

ｍｇ／１ｄ

２－（ジーノルマループチルアミノ）エタノー １５ｍｇ／１ｄ

ノレ

ジフェニノレアミン ５

　

ｍｇ／Ｉｄ

ジフェニノレエーテノレ ｌ

　

ｐｐｍ

３８



ジボラン ｏ．０ｌ

　

ｐｐｍ

Ｎ， Ｎ－ジメチルアセ トアミ ド
５

　

ｐｐｍ

Ｎ， Ｎ－ジメチルアニリン
２５ｍｇ／話

ジメチノレアミン ２

　

ｐｐｍ

ジメチルーハフーニトロフェニルチオホスフ ０．０２ ｍｇ／

エイト

　

御」名メチルパラチオン）

臭化エチル ５

　

ｎｎｍ

臭化水素 ｌ

　

ｐｐｍ

臭素 ０．２

　

ＰＰｍ

硝酸商鉛 （江） 及びその六水和物 商鉛として２．５ｍｇ／ ー

ｍ
３

しよう脳 ２

　

ｐｐｍ

シラン ３０

　

ｐｐｍ ｒ

水轡化カリウム １

　

ｍｇ／ｍ
９ ２

　

ｍｇ／ボ
※１

水酸化カルシウム ０．２ｍｇ／ボ

；・二化ナトリウム １

　

ｍｏ／ｍ
３ ２

　

ｍｏ／ｒｎ
３※ｌ

すず及びその化合物 （ジブチルスズニオキシ

ド、ジブチルスズ＝ジクロリド、ジブチルス
ズ

：ジラウラート、ジブチルスズビス（インオク

チル＝チオグリコレート） 及びジブチルスズ

ニマレアートに限る。）

すずとして０．Ｉ

ｍｇ／ボ

すず及びその化合物 （テトラプチルスズに限

る。）

すずとして０．２

ｍｇ／

すず及びその化合物 （トリフェニルスズニク

ロリドに限る。）

すずとして０．００３

ｍｇ／Ｉｄ

すず及びその化合物 （トリプチルスズニクロ

リ ド及びトリプチルスズ＝フルオリ ドに限

る。）

すずとして０．０５

ｍｇ／Ｉｄ

すず及びその化合物 （プチルトリクロロスズ

に限る。）

すずとして０．０２

ｍｇ／司

ストリキニーネ・ ０．１５

　

ｍｇ／ば

　

ー

セレン ０．０２ｍｇ／ボ

　

ー

ターシャリープチルアミン ３

　

ｐｐｍ

ターシャリーブチル＝ヒドロベルオキシド ０．５

　

ＰＰｍ

４－ターシャリーブチルフェノール ０．５ｍｇ／ボ

タリウム ０．０２ ｍｇ／Ｉｄ

３９



炭化けい素 （炭化けい素ウイスカーに限る。） ０．１塞排撃／ｍｌ

タングステン ３

　

ｍｇ／ｍ
Ｂ

チオリん酸○，０一ジエチル－○－（２－イ ン

プロ ピル－６－メチル－４－ ピリミジニル）

（別名ダイアジノン）

０，０ｌ ｍｇ／

チオリん酸○， ０一ジエチル一○－ （３， ５、 ０．０５ ｍｇ／１ｄ

６－トリクロロー２－ピリジル）（別名クロル

ピリホス）

チオリん酸○， ０－ジメチルー○－ （２、 ４， ５

　

ｍｇ／ボ

５－トリクロロフェニル） （別名ロ ンネル）

チオリん酸０、０一ジメチルー○－（３－メチ ０．０５ ｍｇ／Ｉｄ

ルー４－メチルチオフェニル） 偏り名フェンチ

オン）

鉄水溶性塩 （硫酸鉄（ロ）七水和物に限る。） 鉄として

１

　

ｍｇ／ｍ
ｓ

　　　　　　　　　　　

．

　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｏ

テトラエチルチウラムジスルフイ ド（別名ジ

スルフイラム）

２

　

ｍｇ／ボ

テ トラエチルピロホスフェイ ト （別名 ＴＥＰ

Ｐ）
０．０１ｌｎｇ／Ｉｄ

テ トラクロロジフルオロエタン

　

鯛一名ＣＦＣ

－１１２）
５０

　

ｐｐｍ

１， ２

　　

３

　　

４ 一テ トラ ヒ ドロ ナ フタ レン ２

　

ｐｐｍ

１， １， ２， ２－テトラプロモエタン ０，ｌ

　

ｈｈｍ

テトラメチルチウラムジスルフイ ド（別名チ

ウラム）

０．２ ｍｇ／

テンレノレ ０，ｌ ｍｇ／ｒｄ

銅及びその化合物「塩イレ綱（□）、塩化銅（亘） 銅として

０．２５ ｍｇ／ｎｉ

一
÷

＊柘Ａｆ 銅（Ｄ）（１／３）、銅、四塩化銅（亘）
酸－アンモニウム－水和物、四塩イし銅 （Ｄ）酸

二カリウム二水和物、チオシアン酸銅（工）及

び挿イレ鍋 （口） に限る。）

銅粘びその化合物 （塩化銅 （１） に限る一 銅として

０．３Ｉｎｇ／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼

　

・’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇

銅及びその化合物（シアンイレ，銅（１）及び炭酸 銅として
１

　

ｍｇ／ｍ
ａ

ー

銅 （ｎ）－水而均し銅 （亘）（１／１） に限る。）

銅及びその化合物並びに弗素及びその水溶性 銅として

０．２５ｍｇ／ゴ

１

無機化合物 （六弗化けい酸銅 （Ｄ） に限る。）

４０

，

　　　　　　　　

．

　

・

　　

●●

　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　　　　　

●ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．・●

　　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　　

．．．

　

●

　

′

　　

・

　　　　　

・

　　　　　

．

　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　

●

　　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　

●

　

．●

　　　　　

．

　　　　

●●

　　　　　　　　

．・

　　　　　

●．

　　　　　

・



銅殆びその化合物並びに涙素及びその化合物 沃素として

０．０８ ｍｇ／（沃化銅 （１） に限る。）

銅粘びその化合物 （硝酸銅 （虹） 及び硫酸銅 銅として

０．０ｌ ｍｇ／ｎｒ

ー

（１１） 五水和物に限る。）

トリエタノーノレアミン ｌ

　

ｍｇ／Ｉｄ

トリ ク ロ ロ エ タ ン （１， １， ２－ トリ ク ロロ エ

タンに限る。）
ｌ

　

ｐｐｍ

トリクロロ酢酸 ０．５

　

ＰＰｍ

１， １， ２－ トリク ロ ロ ー １， ２， ２ － トリ フ

ノレオロエタン
５００

　

ｐｐｍ

１， １， １ － トリク ロ ロ ー ２， ２ － ビス （４ －

メトキシフェニル）エタン 御Ｊ名メトキシクロ

ル）

ｌ

　

ｍｇ／ｎｆ

２， ４， ５－トリクロロフェノキシ酢酸 ２

　

ｍｇ／

トリクロロフルオロメタン （別名 ＣＦＣ－１ １００ｏ

　

ｎｎｍ

１）

１， ２， ３ － トリ ク ロ ロ プロ
パ ン※２

１， ２， ４－トリクロロベンゼン ０．５

　

ｎｎｍ

１， ３， ５－トリクロロベンゼン ０．５

　

ＰＰｍ

Ｎ－ （トリクロロメチルチオ） －１， ２， ３， ５

　

ｍｇ／ボ

６－テトラヒ ドロフタルイミド 御」名キャプ

タン）

１， ３， ５－トリス （２， ３－エポキシプロ ピ ０．０５ ｍｇ／

ル）－１，３，５－トリアジン－２，４，６（１

Ｈ， ３Ｈ， ５Ｈ） －トリオン

トリ ニ トロ トノレエ ン ０．０５ｍｇ／ボ

トリプロモメタン ０．５

　

ＰＰｍ

トリメチルアミン ３

　

ｐｐｍ

トリメチルベンゼン １ｏ

　

ｐｐｍ

トルイジン（パラートルイジン及び〆タートル ４

　

ｍｇ／ボ

イジンに限る。）

１－ナフチルーＮ－メチルカルバメート （別

名カルバリル）

０．５ ｍｇ／ｌｄ

ニコチン ０．５ｍｇ／ボ

二酸化窒素 ０．２

　

ＰＰｍ

ニッケル ｌ

　

ｍｇ／ｎｒ

４１



ニトリロ：酢酸 ３

　

ｍｇ／ボ

ニトロエタン １ｏ

　

ｐｐｍ

ニトログリセリン ｏ．０Ｉ

　

ＰＰｍ

ニ トロ プロ パ ン （１－ニ トロ プロパ ンに限

る。）
２

　

ｐｐｍ

ニ トロ プロパ ン （２－ニトロプロパンに限

る。）
※２

ニトロベンゼン ０．ｌ

　

ｐｐｍ

ニトロメタン １ｏ

　

ｐｐｍ

乳酸ノルマループチル ｌｏｍｇ／ボ

ノナン （ノルマルーノナンに限る。） ２００

　

ｐｐｍ

ノルマノレープチルエチルケトン ７０

　

ｐｐｍ

ノルマループチルー２， ３－エポキシプロピ

ノレエ ー テノレ※２

Ｎ－［１－（Ｎ－ノルマループチルカルバモイ

ル）一１Ｈ－２－ペンゾイミダゾリル］カルバ

ミン酸メチル （別名ベノミル）

ｌ

　

ｍｇ／ボ

パラーアニシジン ０．５ｍｇ／司

パラーターシヤリープチルトルエン ｌ

　

ｐｐｍ

ハフーニトロアニリン ３

　

ｍｇ／

ノ ラーメ トキシフェノーノレ ｌｏｍｇ／ボ

バリウム １

　

ｍｇ／ｍ
９ －

ビス （２－クロロエチル） エーテル ０，５

　

ＰＰｍ

ビス（ジチオリん酸）Ｓ，Ｓ
’－メチレン－○， ０．０５ ｍｇ／

○， ０
’
， ０
’ －テ トラエチル （別名エチオン）

毅素及びその化合物 （アルシンに限る。）
※２

ヒドラジン及びその一水和物 ｏ．０Ｉ

　

ＰＰｍ

ヒ ドロキノン ｌ

　

ｍ

　

ｇ／

ビニノレトノレエ ン １ｏ

　

ｐｐｍ

Ｎ－ビニルー２－ピロリ ドン ０．０Ｉ

　

ＰＰｍ

ビ、フ エニプレ ３

　

ｍ

　

ｇ／

ピリジン ｌ

　

ｐｐｍ

ピレトラム ２

　

ｍｇ／司

１－ （Ｎ－フェニルアミノ） ナフタ レン １

　

ｍｇ／ｍ
３

フェニノレオキシラン ｌ

　

ｐｐｍ

フェニルヒ ドラジン※２

４２



２－ フ エニニノレフ エノ ーノレ ｌｏｍｇ／ボ

フェニレンジアミン （オルトーフェニレンジ

アミンに限る。）
※２

フェニレンジアミン （パラーフェニレンジア

ミン及びメターフェニレンジアミンに限る。）
０．ｌ ｍｇ／

２－フェノキシエタノーノレ ｌ

　

ｍｇ／Ｉｄ

フェノチアジン ０．５ｍｇ／ゴ

ブタノール （ターシャリーブタノールに限

る。）
２０

　

ｐｐｍ

フタル酸ジエチル ３０ｍｇ／ボ

フタル酸ジーノルマループチル ０．５ｍｇ／ｎｒ

フタル酸ジメチル ５

　

ｍｇ／

フタル酸ノルマループチル＝ペンジル ２０ｍｇ／ボ

フタル酸ビス（２－エチルヘキシル） 御ｉ名Ｄ

ＥＨＰ）
ｌ

　

ｍｇ／ボ

２、 ３－ブタンジオン

　

鋸－」名 ジアセチル） ｏ．０Ｉ

　

ＰＰｍ

ブタン （ノルマルーブタンに限る。） ５００

　

ｐｐｍ

プチルベンゼン（ノルマループチルベンゼン １ｏ

　

ｐｐｍ

に限る。）

弗化スルフリル ． ｎｎｍ

弗素及びその水溶性無機化合物（弗化雨鉛、弗 弗素として

２．５１ｎｇ／ボ化カリウム及び六弗化けい酸商船 （亘） に限 ２．５ｍｇ／ボ

る。）

２－ブテナール ０．３

　

ｐｐｍ
※１

フルフラール ０．２

　

ＰＰｍ

フルフリルアルコーノレ ０．２

　

ＰＰｍ

プロパン １．００Ｏ

　

ＰＰｍ

プロピオンアルデヒド ２０

　

ｐｐｍ

プロピオン酸 １ｏ

　

ｐｐｍ

プロピルアルコール （ノルマループロピルア ３００

　

ＰＰ１ｎ

ルコールに限る）

プロピレングリコーノレモノメチルエーテノレ ５０

　

ｐｐｍ

２－プロ ピン－１－オーノレ ｌ

　

ｐｐｍ

プロモエチレン※２

２－ プロ モ ー ２ －ク ロ ロ ー １， １， １ － トリ フ ０．ｌ

　

ｐｐｍ

ルオロエタン （卸一名ハロタン）ルオロエタン （卸一名ハロタン）

４３



プロモクロロメタン １０Ｏ

　

ＰＰｍ

プロモ トリフルオロメタン １，ｏｏｏ

　

ｐｐｍ

１ －フ ロ モフ０ロノミン ｏ，ｌ

　

ｐｐｍ

２－プロモプロパン※２

ヘキサクロロエタン ｌ

　

ｐｐｍ

１， ２， ３， ４， １ ０， １ ０ －ヘ キサク ロ ロ ー

６， ７ － エ ポ キ シ－ １， ４， ４ ａ， ５， ６， ７，

８， ８ ａ －オクタヒ ドローエンド－１，４ーエ

ンド－５，８－ジメタノナフタ レン（別名エン

ドリン）

０．ｌ ｍｇ／１ｄ

ヘキサクロロシクロペンタジエン ０．００５

　

ｐｐｍ

ヘキサクロロヘキサヒドロメタノベンゾジオ ０．ｌｍｇ／ボ

キサチエピンオキサイ ド（別名ペンゾエピン

ヘ キサ ヒ ドロ ー１， ３， ５－ トリ ニ トロ － １， ０．５ｍｇ／ボ

３， ５－トリアジン （別名シクロナイト）

ヘキサメチレンニジイソシアネート ０．００５

　

ｐｐｍ

ヘキサン （２－メチルペンタンに限る。） ２００

　

ｐｐｍ

へブタン （ノルマルーヘブタンに限る。） ５００

　

ｐｐｍ

ペンジルアルコール ２

　

ｐｐｍ

１， ２， ４－ベンゼントリカルボン酸１， ２一

無水物
０．０００５ｍｇ／話 ０，００２ｍｇ／粛

ペンタクロロエタン ２

　

ｎｎｍ

１－ペンタナール ３０

　

ｐｐｍ

１－ペンタノーノレ １０Ｏ

　

ＰＰｍ

ペンタン （ノルマルーペンタン及び２－メチ

ルブタンに限る。）
１，００Ｏ

　

ＰＰｍ

ほう酸及びそのナトリウム塩 （四ほう酸ナト

リウム十水和物 （別名ホウ砂） に限る。）

ホウ素として０．Ｉ

ｍｇ／１ｄ

ホウ素として０．７５

ｍｇ／ｒｄ

ホノレムアミ ド ５

　

ｐｐｍ

無水酢酸 ０．２

　

ｐＰｍ

無水マレイン酸 ０．０８ｍｇ／ボ

メタクリル酸 ２０

　

ｐｐｍ

メタクリル酸２， ３－エポキシプロピル
※２

メタクリル酸メチル ２０

　

ｐｐｍ

メタクリロニトリル ｌ

　

ｐｐｍ

メチラーノレ １，００Ｏ

　

ＰＰｍ

４４



Ｎ－〆チノレアニリン ２

　

ｍｇ／

メチノレアミン ４

　

ｐｐｍ

Ｎ－メチルカルバミン酸２－インプロピルオ

キシフェニル

　

偏り名プロポキスル）
０．５ｍｇ／ボ

Ｎ－メ チルカルバミン酸２， ３－ジヒ ドロー ０．０５ｍｇ／ゴ

２， ２－ジメチルー７－
ベンゾ「ｂ「 フラニル

（別名力ルポフラン）

メチルシクロヘキサン １０Ｏ

　

ＰＰｍ

メチル ターシャリープチルエーテル

　

御」名

ＭＴＢＥ）

５０

　

ｐｐｍ

メチルナフタレン ０．３ｍ幻話

メチルーノルマルーペンチルケトン １００

　

ｈｈｍ

Ｎ －〆 チノレー ２－ピロリ ドン ｌ

　

ｐｐｍ

２一メチノレー２－ブタノール ｌｏ

　

ｐｐｍ

２－メチルブタン－１－オール １ｏ

　

ｐｐｍ

メチルプロピルケトン １５０

　

ＰＰｍ

５－メチノレー２－ヘキサノン １ｏ

　

ｐｐｍ

２－メチル－２， ４－ペンタンジオール １２０ｍｇ／ｎｆ

Ｓ－メチル－Ｎ－ （メチルカルバモイルオキ ０．０５ ｍｇ／１ｄ

シ） チオアセチミデート （別名メソミル）

４， ４
’ －メチレンジアニリン ０．４ ｍｇ／ｎｆ

１， １
’－メ チレンビス （インシアナトベンゼ ０，０５ ｍｇ／ｎｆ

ン）（メチレンビス（４， １－フェニレン）＝
ジ

インシアネートに限る。）

メチレンビス （４， １－シクロヘキシレン） ＝

ジイソシアネート
０．０５ｍｇ／ボ

１－（２－メ トキシー２－メチルエトキシ）一

２－プロパノール
５０

　

ｐｐｍ

１－メ トキシー２－ （２－メ トキシエ トキシ） ｌ

　

ｐｐｍ

エタン

モリブデン及びその化合物 （ニ醇化モリブデ モリブデンとして

ン、モリブデン酸アンモニウム、モリブデン酸 ０．
５ｍｇ／ボ

ナトリウム及びリンモリブデン酸に限る。）

沃素 ０．０２

　

ＰＰｍ

ｄ－リモネン ３

　

ｐｐｍ

硫化ジメチル １Ｏ

　

ＰＩ迦ジ

４５



硫酸商船並びにその一水和物及び七７ｋ和物 璽 彊として２，５ｍｇ／

　　

．

　　　　　

？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼

　　　

．

ｍａ

りん化水素 ｏ．０５

　

ＰＰｍ ｏ．１５

　

ｐＰｍ

りん酸 ｌ

　

ｒ

　

ｎｇ／

りん酸亜鉛 商船として２．５ｍｏ／

ば

りん酸ジメチルニ（Ｅ） －１－（Ｎ－メチル力 ０．０５ ｍｇ／

ルバモイル）－１－プロペン－２－イル（別名

モノクロトホス）

りん酸ジメチルニ１－メトキシカルポニルー

１－プロペン－２－イル （“－」名メ ビンホス）
０．０ｌ ｍｇ／

りん酸トリトリノレ（りん酸トリ（オルトートリ

ル） に限る。）

０．０３ｍｇ／話

りん酸トリーノルマループチル ５

　

ｍｇ／ボ

レソノレ・シノ ーノレ １ｏ

　

ｐｐｍ

六塩化ブタジエン ０．０Ｉ

　

ＰＰｍ

ロテノン ０．３ ｍｇ／０．３ ｍｇ／

備考

１

　

この表の中欄及び右欄の値は、 温度２５度、 １気圧の空気中における濃度を示す。
２

　

※１の付されている短時間濃度基準値については、 ５－１の（２）のイの規定を適用す

　

るとともに、 ５－２の（３）の規定の適用の対象となる天井値として取り扱うものとす

　

る。

３

　

※２の付されている物質については、 発がん性が明確であるため、 長期的な健康影響

　

が生じない安全な闇値としての濃度基準値を設定できない物質である。 事業者は、この
物質に労働者がばく露される程度を最小限度にしなければならない。

４６
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労
働
安
全
衛
生
規
則
第
五
百
七
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
物
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
濃
度
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
三
十
二
号

労
働
安
全
衛
生
規
則

（昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
五
百
七
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働

安
全
衛
生
規
則
第
五
百
七
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
物
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

濃
度
の
基
準

（令
和
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
九
年
十
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。

　

令
和
八
年
八
月
三
十

一
日

厚
生
労
働
大
臣

　

上
野
賢
一
郎



（傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

　　　

正

　　　

後

改

　　　

正

　　　

前

の
ー

（

ー

一

丁
”
、ｒ

九

＼

　

ー

Ａ
１
【

万
口
暑

（霧
）
竃

）

（
ぬ
国
）
ー
斗

　

金
こ治
Ｘ
丁
ヒ

一
・

Ｎ
Ｙ

　

ム
ー

丁
に

聾

ー

ぴ

ー

、

ー

Ｗ
Ｉ
又
半
＼

半
斗
ー

心
ー

功
＼
ー
の
ー
☆
ー

々
に

Ｎ
ー

功
＼
日
☆
＼
ー
＼ｒ

（暴
）
碁
＼ｒ
完

功
刀

寸
丁

＼
【
万
に

寸
丁

Ｈ
＼

寸

丁
目

丁
に
＼ｒ

（墨
）

Ｈ
Ｎ
Ｒ
十
プ
ヒ
▽
ｂ

Ｎ
叱
喜
一芸
粘

・
口
て

（嘉
）

書
Ｓ
識
懸

（墨
）
（暴
）

十指
展
眠

（累
）
（墨
）

ｏ
．
コ
Ｄ
ヨ
ｑ
＼
氏

（罫
）

Ｐ
Ｏ
Ｄ
日

（墨
）
（器
）

Ｐ十眉
一翼
ー純

（暴
）
（器
）

＞
尋
詔
崩
濡
縁

謙
豪

（器
）
（溺
）

（墨
）
（暴
）
（墨
）
（墨
）
（暴
）

。
・
一
コ
フ
ヨ

（暴
）
（暴
）

輪
辱
酷
藤
岡
桝

樵
司

選
端

（油
ー
中

油
田
中
岡
家
）

の
ー

（

］

ー

寸

丁
目
、ｒ

九

亀
＼

　

ー

心

Ｎ

万
口
暑

（墨
）

（鯛
難
）

Ｎ
ー

功
＼
Ｈ
滋
＼
－
＼ｒ

（蒙
）
（鯛
難
）

寸
丁

＼
【
方
ヒ

（蟹
難
）

寸

丁
目

丁
ヒ
＼て

（暴
）
（獣
塾
）

（獣
難
）
口
て

（墨
）

喜
Ｓ
菌
類

（器
）
（墨
）

（蟹
難
）

（墨
）
（累
）
（鮒
雛
）

（器
）
（掌
理
）

（暴
）
（器
）
（蟹
難
）

（鮒
難
）

（暴
）
（暴
）

＞
羅
認
蒲
岡
跡

樵
豪

（墨
）
（嘉
）

（獣
難
）

（墨
）
（墨
）
（盤
難
）

（累
）
（蟹
雛
）

（暴
）
（墨
）
（掌
難
）

（鮒
離
）

（墨
）
（暴
）

輪
幕
齢
蒲
蹄
線

係
高

Ｍ
こ紐

（油
ー
巾
之
油
田
中
岡
束
）



２

ク マリ ン （別名 ワ ル フ アリ

ン）

アノレファーピネン ５ｐｐｍ

（略） （略） （略）

２一エチルヘキサン酸 （略） （略）

Ｎ－エチルモルホリン ３ｐｐｍ

（略） （略） （略）

２， ３－エポキシプロピル＝

フエニプレエーラソレ

（略） （略）

塩ィｋ亜鉛 ４ｍｇ／Ｉｄ※

（略） （略） （略）

塩化ホスホリル （略） （略）

塩素化カンフェン

　

鯛Ｊ名トキ ０．５ｍＩｇ／Ｉｄ

サフェン）

（略） （略） （略）

クロム （略） （略）

クロロアセ トアルデヒ ド ｏ．３ｐＰｍ ｌｐｐｍ

（略） （略） （略）

クロロ酢酸 （略） （略）

１ －ク ロ ロ ー １， １ －、ジフノレ １，００ＯＰＰｍ

オロエタン （別名ＨＣＦＣ－

１４２ｂ）

（略） （略） （略）

２ －ク ロ ロ ー １， ３－ブ
、タジ （略） （略）

ク マリ ン （別名 ワ ル ファ リ

ン）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

２－エチルヘキサン酸 （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

２， ３－エポキシプロ ピノレ＝

フェニニノレエーテソレ

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

塩【化ホスホリル （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

クロム （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

クロロ酢酸 （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

２一 ク ロ ロ ー １， ３－ブタジ （略） （略）



３

エン

クロロメタン （別名 塩ィ メチ １ｏｐｐｍ

ル）

（略） （略） （略）

２－シアノアクリル酸メチル （略） （略）

シアン化亜鉛 （１１）
シアンとして シアンとして

１．５皿ｇ／ボ ４．５ｍｇ／ボ
※

（略） （略） （略）

ジクロロエチ レン （１， １－

ジクロロエチレンに限る。）

（略） （略）

ジクロロ酢酸 ０．１ ｈｎｍ

（略） （略） （略）

ジチオリん酸○， ０－ジメチ

ルーＳ － ［ （４－オキソー

１， ２， ３ーペンゾトリアジ

ン－３ （４Ｈ） －イル） メチ

ル］ （別名アジンホスメチ

ル）

（略） （略）

２一 （ジーノルマループチル １５ｍｇ／Ｉｄ

アミノ） エタノール

（略） （略） （略）

ジメチノレーハフーニ トロフェ

ニルチオホスフェイト （別名

メチルパラチオン）

（略） （略）

ェン

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）
２－シアノアクリル酸メチル （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

ジクロロエチ レン （１， １－

ジクロロエチレンに限る。）

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

ジチオリん酸○， ０－ジメチ

ルーＳ一 ［（４一オキソー

１， ２， ３－ペンゾトリアジ

ン一３ （４Ｈ） －イル） メチ

ル］ （別名アジンホスメチ

ル）

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

ジメチノレーパラーニ トロフェ

ニルチオホスフェイト （別名

メチルパラチオン）

（略） （略）



４

化エチル ５ｐｐｍ

（略） （略） （略）

臭素 （略） （略）

鉛 （ロ） 及びその六｛ 亜鉛として

２． ｍｏ
／ｍ
３和物

しよう脳 （略） （略）

シラン ３０ｐｐ皿

水酸化カリウム １ｍｇ／ ２ｍｇ／ｍ
３※

水酸化カルシウム （略） （略）

水酸化ナトリウム ｌｍｇ／Ｉｄ ２ｍｚ／ｍ
３※

（略） （略） （略）

すず及びその化合物 （プチル

トリクロロスズに限る。）

（略） （略）

ストリキニーネ ０．Ｔ ｍｏ
／ｍ
９

セレン （略） （略）

ターシヤリープチルアミン ３ｐｐｍ

ターシャリーブチル＝ヒドロ ０．５ｐＰｍ

ベルオキシド

（略） （略） （略）

タリウム （略） （略）

炭化けい素 （炭化けい素ウイ ０．１繊維／ｍｌ

スカーに限る。－２

タングステン ３ｍｐ／ｍ
３

（略） （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

臭素 （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

しよう脳 （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（新設） （新設） （新設）

水酸化カルシウム （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

すず及びその化合物 （プチル

トリクロロスズに限る。）

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）

セレン （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

タリウム （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）



チオリん酸○， ０－ジメチル

ーＯ～ （２， ４， ５ートリク

ロロフェニル） （別名 ロンネ

ル）

（略） （略）

チオリん酸○， ０－ジメチル ０．０５職≧／１ｄ

－０一 （３一メチルー４－メ

チルチオフェニル）

　

偏り名

フェンチオン）

鉄水溶件塩 （硫酸鉄 （ロ） 七 鉄として

１皿ｇ／Ｉｄ水和物に限る。）

（略） （略） （略）

１， ２， ３， ４－テ トラヒ ド

ロナフタ レン

（略） （略）

１， １， ２， ２－テ トラプロ ０．ｌｐｐｍ

モエタン

テトラメチルチウラムジスル

フイド（別名チウラム）

（略） （略）

ラノレノレ ０．ｌｍｊｇ／Ｉｄ

銅及びその化合物 （塩化銅 銅として

Ｐ．２５ｍｇ／Ｉｄ

　

′（Ｄ）、 塩化銅 （Ｄ） －水酸 Ｐ．２５ｍｇ／Ｉｄ

ィｋ銅 （亘） （１／３）

　

銅

四塩化銅 （ｎ） 酸一アンモニ

ウム ニ水和 物一

　

四塩化銅

（亘） 酸二カリウム二水和

物、 チオシアン酸銅 （１） 及

チオリん酸○， ０－ジメチル

ーＯ－ （２， ４， ５－ トリク

ロロフェニル） （別名ロンネ

ル）

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

１， ２， ３， ４－テ トラヒ ド

ロナフタレン

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）

テトラメチルチウラムジスル

フイド（別名チウラム）

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（新設） （新設） （新設）

５



び第ィ酷同（□“部帰る一

銅及びその化合物 （塩化銅 銅として

０．３ｍｇ／１ｄ（１） に限る。）

銅形びその化合物 （シアン化 銅として

ｌｍｇ／ボ銅 （１） 及びｒ警備 （＝） ｌｍｇ／ボ

水酸化銅 （江） （１／１） に

限る。）

銅持びその化合物並びに弗素 銅として

０．２５ｍｇ／Ｉｄ及びその水溶性無機化合物 ０．２５ｍｇ／Ｉｄ

（六弗化けい酸銅 （虹） に限

る。）

　　　　　　　　　　　　　　　　

よう
銅及びその化合物並びに沃素 沃素として

０．０８Ｄ昭／ボ及びその化合物 （沃化銅

（工） に限る

　

）

銅及びその化合物 （硫酸銅 銅として

０．０ｌｎ焔／ボ（虹） 及び硫酸銅 （ロ） 五水 ０．０ｌｎ焔／ボ

和物に限る。」

（略） （略） （略）

１， ２， ４－ トリクロロペ ン

ゼン

（略） （略）

１， ３， ５－ トリクロロペン ０．５ＰＰｍ

ゼ、ン

Ｎ － （トリ ク ロ ロメ チル チ

オ） － １， ２， ３， ６－テ ト

ラヒドロフタルイミド（別名

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（新設） （新設） （新設）

（新設） （新設） （新設）

（新設） （新設） （新設）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

１， ２， ４ ‐ トリ ク ロ ロ
ベ ン

ゼン

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）

Ｎ － （トリ ク ロ ロメ チ ル チ

オ） 一１， ２， ３， ６－テ ト

ラヒドロフタルイミド（別名

（略） （略）

６



７

キャプタン）

１． ３

　

５－ トリス （２， ３ ０．０５ｍｇ／１ｄ

－エポキシプロピル） －１，

３， ５－ トリ ア ジ ン一２．

４， ６ （ＩＨ， ３Ｈ， ５Ｈ）

一 トリオン

（略） （略） （略）

バラ－〆 トキシフェノーノレ （略） （略）

バリウム ｌｍｆ；／ボ

（略） （略） （略）

ピレトラム （略） （略）

１－ （Ｎ－フェニルアミノ） ｌｍｇ／Ｉｄ

ナフタレン

フェニルオキシラン （略） （略）

２一 フエ二二ノレフ エノ ーノレ 工ｏｍｇ／Ｉｄ

（略） （略） （略）

弗イヒスノレフリノレ （略） （略）

弗素及びその水溶性無機化合

物 （弗化亜鉛、 弗化カリウム

及び六弗化けい酸商船 （１１）

（略） （略）

に限る。）

（略） （略） （略）

へブタン （ノルマルーヘブタ

ンに限る。）

（略） （略）

キャブタン）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

ノミラーメ トキシフエノーノレ （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）
ピレトラム （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

フェニノレオキシラン （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）
ふ巽化スノレフリル （略） （略）

弗素及びその水溶性無機化合

物 （弗化亜鉛及び弗化カリウ

ムに限る。）

（略） （略）

（略） （略） （略）

へブタン （ノルマルーヘブタ

ンに限る。）

（略） （略）



バミンジノレアノレゴーノレ ２ｈｎ１ｎ

（略） （略） （略）

Ｎ－メチルカルバミン酸２，

３－ジヒ ドロー ２， ２一ジメ

チルー７ ベンゾ ［ｂ］ フラ

ニル

　

餌」名力ルポフラン）

（略） （略）

メチルシクロヘキサン １ｏｏｈｈｍ

（略） （略） （略）

メチルナフタレン （略） （略）

メチル‐ノルマルーペンチル ｌｏｏｐＰｍ

ケトン

（略） （略） （略）

２一メチルブタン－１－オー

ノレ

（略） （略）

メチルプロピルケトン １５０ｐＰｍ

（略） （略） （略）

沃素 （略） （略）

ｄ－リモネン ３ｎｎｍ

硫化ジメチル １ｏｐｐｍ

窯硲茄硲並びにその一水和物 亜鉛として

２．５ｍｇ／Ｉｄ及び七水和物

（略） （略） （略）

りん酸 （略） （略）

りん酸亜鉛 商鉛として

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

Ｎ一メチルカルバミン酸２，

３－ジヒ ドロー ２， ２一ジメ

チルー７一ベンゾ ［ｂ］ フラ

ニル （別名力ルポフラン）

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

メチノレナフタ レン （略） （略）

　　　

－

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

２－メチルブタン－１一オー

ノレ

（略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

渓素 （略） （略）

（新設） （新設） （新設）

（新設） （新設） （新設）

（新設） （新設） （新設）

（略） （略） （略）

りん酸 （略） （略）

（新設） （新設） （新設）りん酸亜鉛

　　　　　　　　　　　

商鉛として

８



２．５ｍｇ／Ｉｄ

（略） （略） （略）

備考

１

　

（略）

２

　

※の付されている短時間濃度基準値は、 第２号口の規定の適

用の対象となるとともに、 第３号ハの規定の適用の対象となる

天井値。

（略） （略） （略）

備考

１

　

（略）

２

　

※の付されている短時間濃度基準値は、箆三豊ロの規定の適

　

用の対象となるとともに、 第三号ハの規定の適用の対象となる

　

天井値。

９


